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新入生のための
Learning Guide コンテンツNavi
「 」を見れば，4 年間の学び方や取り組み方がわかる！

ガイド編
充実した大学生活にするために，日本大学でできる学び，学修の仕方，取り組み
方をガイドします。

日本大学における効果的な学修のための
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広がる知識
新たな知識獲得へ
興味が広がります

広がる知識

核となる知識

➡ 詳しくは，P.10～ P.13へ 

➡ 詳しくは，P.33～ P.35へ 

➡ 詳しくは，P.6～ P.9へ

➡ 詳しくは，P.28～ P.31へ 

➡ 詳しくは，P.14～ P.19へ 

日ごろの授業で
差が付く，
日本大学の教育
講義と体験型学修がミックス
した授業でグングン成長！

教えて！ 講義の
ノートの取り方
講義を聞きながら書き留める
のが難しい！ノートの取り方
のコツを伝授。

日本大学で
学ぶということ,
「自主創造」って何？
日本大学の教育理念「自主創造」
とは何か，皆さんの卒業時の姿
がどうなるかがわかる！

授業は
様々な
形式がある？
講義，演習，実験・実習・
実技など，様々な授業への
取り組み方を解説。

学びと体験を
広げるしくみ
大学の様々な制度やプロ
グラムを使って，能力を伸
ばそう！先生が板書

してくれない⁉ 
何をノートに
書き留めれば

いいの？
大学の

授業ってどんな
感じかな？

ついていける
かな？
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履修や単位修得のための 知識編
授業の履修や単位修得で失敗しないために，知っておくべきアレコレを教えます。

× 15週＝ 2 単位

〈例〉

予
習

復
習

2時間 2時間 2時間

授業時間 2 時間
+

授業時間外の学修
（予習 ･ 復習など）

4時間

授
業

× 15週＝ 90 時間
の学修

素点 評価 係数 内容 GPA

判定
合格

100～90点 Ｓ 4 特に優れた成績を示したもの

対
象

89～80点 A 3 優れた成績を示したもの

79～70点 B 2 妥当と認められたもの

69～60点 C 1 合格と認められるための成績を示したもの

不合格 59点以下 D 0 合格と認められるに足る成績を示さなかったもの

無判定

̶ E 0 履修登録をしたが成績を示さなかったもの

̶ P ̶ 履修登録後，所定の履修中止手続きを取ったもの 対
象
外̶ N ̶ 留学や編入学などにより，修得単位として認定になったもの

➡ 詳しくは，P.60～ P.64へ 

➡ 詳しくは，P.56～ P.59へ 

➡ 詳しくは，P.66～ P.69へ  

成績はどういう
方法で決まるの？
どのように成績評価されるの
かがわかる！
だから，学修の目標ができる！

履修登録の仕方，
シラバスって？
履修科目の登録のルール，
シラバスの見方がわかる！

悩んだときは
まず相談
一人で悩まない。困った，
相談したい，教えてほしい
など，頼れる窓口や制度を
覚えておこう！

あなたなら，どんなミライに

向かって何を学ぶ？

さあ，大学生活を計画しよう！

Personal Page

 「自主創造」できる人を目指して，目標を書いてみよう

パーソナル
ページ

02

➡ 詳しくは，P.36～ P.49へ  ➡ 詳しくは，P.20～ P.24へ 

戸惑うことだらけ…。 
レポート，
グループワーク，
プレゼンテーション！
取り組むコツをレクチャー

あなたの学びや
活動の計画を，
Personal Pageに
書いてみよう！
充実した大学生活を送る
には，まず計画から。冊子
の中にあるPersonal Page
を活用して，目標と計画を
立て，活動経過も記録すれ
ば，どれだけ成長できた
か振り返るのに役立つよ。

向かうべき
目標が

できるよ！

1 入学前の日本大学のイメージは？ 入学した理由を書いてみよう

2 P.20，21 を踏まえて，8 つの能力のうち高い能力，

　 低い能力を挙げてみよう（複数可）

    それはなぜなのか，自分自身で理由を分析してみよう
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日本大学における効果的な
学修のための

ガイド編

 



ミライヲツクル
日本大学での学び

ガイド編 第1章

学修
大学で“学び”，教育課
程（規定のカリキュラム
や技能を学ぶ課程）を“修
める”こと。学部等ごと
に定められた「教育研究
上の目的」を達成するた
めの「学ぶ行動」のこと
でもある。知識や経験を
蓄える「学習」とは区別
して用いられる。

あなたのミライをひらく
「自主創造できる人」を目指そう！

大学で学ぶということ
 目的を持って，多くの経験を積み重ねよう

　多くの人にとっては，日本大学の在学期間が，社会に
出る前の最後の学びの期間となることでしょう。「教わ
る」「覚える」ことが多かった高校までと違い，大学は自
ら「調べる」「考える」「答えを見いだす」ことが主体にな
ります。皆さんが自立した大人で，本当の意味での「学び」
ができると認めるからこそ，こうした大学の学修＊が成り
立ちます。「自ら考え，答えを見いだす」のは社会でも同
じ。大学で学ぶことはつまり，将来の準備期間であると
もいえるのです。
　言い換えれば，単に専門の知識や技能を身に付けるだ
けでは不十分ということ。例えばあなたが建築業界を志
望しているとします。そこでは，建築士資格などの建築
に関わる専門的な知識や技能が必要ですが，「仕事」の場
面を考えれば，顧客のニーズを正確に把握することも大
切です。また，経済の動向や地域によって異なる価値観・
文化，建設による環境問題への影響など，社会全体にも
目を向けていなければ真に求められる人材になることは
できないでしょう。社会との結びつきを理解し，実践力
を身に付けていくためには，単に教科書を覚えるだけで
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 ガイド編 第1章   ミライヲツクル日本大学での学び

は不十分です。友人や教員と様々な事柄について議論を
し，多様な価値観を受け入れる能力を，日々の授業の積
み重ねにより身に付け，自らの“キャリア”とする必要が
あります。日本大学ではそのような積み重ねの教育を重
視した授業を編成・提供し，学生生活をサポートします。
　まずは，どのような自分になりたいのか，そのために
はどのような経験を積めばいいのかを考えてみましょ
う。これから何を，どう学んでいくか，方向性が見えてく
るはずです。

 批判的なものの見方を身に付けよう
　「自ら学ぶ＊」ということは，「答えのない問い」に対し
て自ら考え抜くことでもあります。
　大学の学びでは，批判的にものを見ることが重要で
す。それは「非難する」ことではなく，どのような事実
や根拠に基づいているのかを確かめ，他者の意見を多面
的・客観的に理解した上で，自らの考えを立てること。
そのためには，他者の意見に耳を傾ける，得た情報を冷
静に整理する，自分の意見を持つ姿勢が必要です。

 多様な友人との出会いを楽しもう
　日本大学には全国・海外から，様々な目的や意志を
持った学生が集まっています。様々な授業やクラブ・
サークルなどで，多くの人々と出会うことでしょう。自
分とは異なる意見や価値
観に出会い，あなたの考
えが変化するかもしれま
せん。多くの友人をつく
り，学生生活を楽しむこと
も「自主創造」の一つ。学
部・学科の外に出て，行動
を広げていきましょう。

「自ら学ぶ」
「自ら考える」
「自ら道をひらく」
日本大学教育憲章（P.9）
に明示された , 自主創造の
ための３つの構成要素のこ
と。これらを支える 8つ
の能力を身に付けられるよ
うに，本学の教育は行わ
れている。
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1  「自主創造」とは，何か

2  あなたのミライに必要となる 8 つの
　 能力を示した 「日本大学教育憲章」

　皆さんの中に，日本大学が掲げる「自主創造」とい
う言葉の意味を知っている人はいるでしょうか？
　平成 19（2007）年度に日本大学の教育理念を「自
主創造」と定めました。これは 130 年を超えてなお，
創立時の理念を現代に受け継ぐものでもあります。そ
の理由は，この不透明な時代にこそ「自主創造」を発
揮できる人材が求められていると考えるからです。どの
ような局面でも挑み，乗り越え，あるべき自分を創ろう
とする精神や行動こそが「自主創造」。皆さんの長い
人生に必要な力であり，日本大学で一番に学んでほし
いことでもあります。さあ，皆さんの未来を切りひらく
ために，「自主創造」の基礎をつくっていきましょう。

　どのようにすれば「自主創造」できるようになるのでしょ
うか。それは「日本大学教育憲章」の中に答えがありま
す。日本大学の卒業生が在学中そして卒業後も発展させ
ていく能力を「日本大学マインド」として定義，そこに必
要となる「自主創造」を実現するための 8つの能力を明
示しています。「日本大学教育憲章」は，皆さんにとって
は目標であり，身に付けてほしい力である一方，日本大
学が皆さんに提供する教育の約束でもあります。ここで
示す力を皆さんが学修によって身に付けられるように，全
学・学部・学科単位で毎年カリキュラムや授業の改善＊を
図っています。よりよい学修のために，共に歩みましょう。

授業の改善
日本大学では，教育内容・
方法などをはじめとする
研究や改善活動を大学全
体として組織的に行うFD

（Faculty Development）
に積極的に取り組んでい
る。教職員を中心とした
活動のほか，学生視点で
大学教育について話し合
う場「日本大学 学生 FD 

CHAmmiT（P.18）」も開
催し，活性化を図って
いる。

「自主創造」のための道を示す
日本大学教育憲章
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■ 日本大学教育憲章 概念図

日本大学マインド
◆ 日本の特質を理解し伝える力
日本文化に基づく日本人の気質，感性及び価値観を身につけ，その特質を自ら発信す
ることができる

◆ 多様な価値を受容し，自己の立場・役割を認識する力
異文化及び異分野の多様な価値を受容し，地域社会，日本及び世界の中での自己の立
ち位置や役割を認識し，説明することができる

◆ 社会に貢献する姿勢
社会に貢献する姿勢を持ち続けることができる

自ら学ぶ

1 豊かな知識・教養に
　 基づく高い倫理観
豊かな知識・教養を基
に倫理観を高めること
ができる

2 世界の現状を理解し，
　 説明する力
世界情勢を理解し，国
際社会が直面している
問題を説明することが
できる

自ら考える

3 論理的・批判的思考力
得られる情報を基に論
理的な思考，批判的な
思考をすることができる

4 問題発見・解決力
事象を注意深く観察し
て問題を発見し，解決策
を提案することができる

自ら道をひらく

5 挑戦力
あきらめない気持ちで新
しいことに果敢に挑戦す
ることができる

6 コミュニケーション力
他者の意見を聴いて理
解し，自分の考えを伝え
ることができる

7リーダーシップ・協働力
集団のなかで連携しなが
ら，協働者の力を引き出
し，その活躍を支援する
ことができる

8 省察力
謙虚に自己を見つめ，振
り返りを通じて自己を高
めることができる

自主創造

自主創造を支える
3つの構成要素

3つのマインドを実現するための
8つの能力

 ガイド編 第1章   ミライヲツクル日本大学での学び
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社会で活きる学びのために

1  日本大学の授業科目は，知識とそれを活用する能力を
　 組み合わせた形式が基本！

授業の
成長ポイント１   1 科目の中で，実践的な能力も磨かれていく

1 科目の中で，講義とグループワークを代表とした
体験型学修を組み合わせた授業を展開。

各科目の授業は，「知識」を
活用するための「能力形成」を
踏まえて設計されています

単なる表面的な知識ではなく，生きた知識とそれを活
用する能力を，日ごろの授業を通じて自然に身に付け
ていくのが日本大学の教育です。

能
力

能
力

能
力

１科目 15 回の授業（半期）

知
識

能
力

知
識

能
力

知
識

１科目 15 回の授業（半期）

知
識

能
力

知
識

能
力

知
識

１科目 15 回の授業（半期）

知識を得る科目と，
能力開発の科目と，
意識して両方履修

しなければならない…

履修する科目ごとに，
知識とそれを活用する能力
が同時に身に付き，
蓄積される！

知
識

知
識

知
識

知
識

知
識

１科目 15 回の授業（半期）

●一般的な科目の授業は…

科目 A　講義型授業（知識重視）

知
識

能
力

知
識

能
力

知
識

１科目 15 回の授業（半期）

●日本大学の授業だと…

科目 A　

科目 B　 グループワークなどの
　　　　体験型授業 科目 B　 

能
力

能
力
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授業の
成長ポイント 2

	 知識と知識をつなげる，
	 「知識を運用する力」が育つ

授業の
成長ポイント 3

	 知識を「自分のものにする」
	 ための学びにできる！

「体験型」の授業形態では，活発な意見交換などによる「知識を活用する能力」
獲得によって，知識が「定着」し，しかも科目間の知識がつながる。
➡ 知識を「運用する力」も身に付く！

関心を広げてみると学びがおもしろい。次に学びたいこと，学ぶべきことなど
「学びのキーワード」が見つかる。
➡ あなたオリジナルの学びが実現可能！

一般的な講義型授業（知識
重視）では，科目で得た
知識が孤立しがち…

科
目

科
目

科
目

科
目

科
目

科
目

科
目

グループワークを代表とした体験型授業を
組み込んだ授業（知識を活用する能力を重視）

科
目

科
目

科
目

科
目

科
目

科
目

科
目

反転授業
（授業内容を
事前にインプット
する予習）

グループワーク

問題解決型
学習
（PBL）

あ！あの問題は
これと関係あるん
じゃない？

ここが考えるべき
課題かな？次の

授業で聞いてみよう

これを解決する
には，海外の事例
を見た方がいいん
じゃない？

この繰り返しが，
学びを無限に広げる！

もっと知りたい！ 学びたい！

科
目 と 科

目 は

どうやら関連がある
みたいだね！今度は 科

目と，

これにつながる科目を
履修してみようかな　　　

 ガイド編 第1章   ミライヲツクル日本大学での学び

科
目

科
目

科
目

科
目 科

目 科
目

科
目

科
目

科
目

科
目

科
目 科

目

科
目科

目

広がる知識
新たな知識獲得へ
興味が広がります

広がる知識

核となる知識
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“学び方”
を学ぶ

“学ぶ意義”
を学ぶ

2  日本大学の学びの流れと全体像

学位授与

全学共通教育科目

自主創造の基礎

日本を考える

＋

大学での学修方法などを修得する
➡  高校と大学の学びの違いを認識する。
能動的な学びへの転換を図る。

大学で学ぶ意義を明確にする
➡  なぜ大学で教養や専門の学問を学修す
るのかを知る。

卒業

社会に学び
を活かす

※学部・学科により，一般教育科目・専門教育科目などの名称が異なる場合があります。

専門を
取り巻く
事象を学ぶ

自らの
専門分野
を学ぶ

専門教育科目

世の中に関するあらゆる知識・価値観などの教養を学ぶ
➡  教養を深めるとともに，自らの専門分野の学びに深みをもたらします。

所属する学科の専門分野に関する知識・技能・態度を学ぶ
➡  教養との関連を踏まえて学ぶことによって，真に社会に役立つ学問を修
得することができます。

卒業論文・卒業研究など大学での
学びを
まとめる

世の中の総体を捉え，専門分野の学びをまとめる
➡  卒業の認定に関する方針（P.32 参照）に掲げられた知識・能力などが
包括的に身に付きます。

教養教育科目
一般教育科目・総合教育科目 外国語・保健体育科目
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3  授業から様々な視点を得て，もっとアクティブに学ぼう！

 社会の課題に向き合う，使える知識と能力

日本大学の授業は，
「社会で活きるチカラ」を育てる

　学問は，自然，社会や人が生きる暮ら
しから生まれたものであり，大学での学
びはすでに社会に直結しているのです。
しかしながら，社会に出ると大学で学ぶ
よりもさらに複雑で，正解のない課題が
あふれています。ですから幅広い知識・
能力，または体系化された知識・能力を
フルに活用して，課題に向き合うことが
求められます。

　そのため ,日本大学では “社会で使え
る知識・能力”を身に付けられるように，
授業を実施しています。

全学共通教育科目や各学部の教養教育科目で“学びのキーワード”を見つ
け，自ら学びの世界を広げていこう！

能
力

能
力

知
識

知
識

知
識

知
識

課題解決

学びの基盤となる知識群

全学共通教育科目
「自主創造の基礎」
（ワールド・カフェ）

全学共通教育科目
「日本を考える」

専門教育科目

日本大学では，
● 相互履修制度
● 教養教育科目
   （一般教育科目・
       総合教育科目）
● 専門教育科目

などの基礎的知識・能力を培う科目を用意

ここから学びを広げる

科
目

科
目

科
目

科
目

科
目

科
目

科
目
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結論！

教養教育科目
一般教育科目・
総合教育科目

外国語・
保健体育科目

● 課外活動

           ＋ 
さらに，活動域を広げる

　　　● 自主創造プロジェクト
　　　● 日本大学 学生 FD　 
    CHAmmiT
　　　● 海外留学
　　　● インターンシップ
　　　● 地域貢献活動
➡ P.14 以降で詳しく

13Learning Guide



1  自ら学び，知識を蓄え，視野を広げよう
 体験型学修で，生きた知識を吸収する

　8 つの能力は，机に向かって書物を読み，講義を受
けるだけでは得られません。P.12で示した体系的で多
様な科目を履修するとともに，アクティブ・ラーニング＊，
フィールドワーク＊などの体験型学修によって生きた知識
も蓄え，より多くのものを見て吸収しましょう。

 専門科目だけじゃない，教養教育科目の重要性
　大学では専門教育科目だけでなく，教養教育科目＊

（一般教育科目・総合教育科目や外国語科目など）を広
く学びます。学年を追うごとに専門教育科目が増えて
いきますが，その時に社会のしくみや国際情勢など，よ
り多くの知識や視点を得るために教養が必要となりま
す。「関心のあることだけを学びたい！」と思う人もいる
でしょうが，関心のあることをもっと深く広く学ぶために
も，新たな関心に気づくためにも，社会で豊かに生きて
いくためにも，教養を身に付けることは重要なのです。

 相互履修制度を活用しよう
　「相互履修制度」は他学部・他学科の授業を受講でき
る制度。例えば文理学部で化学を学ぶ学生が，生物資
源科学部で食品と化学物質の関係について学ぶなど，自
分の専門領域のフィールドを広げ，応用力を養うことが
できます。また他学部のキャンパスで受講するため，他
学部の学生や教員と交流する機会にもなります。多様な
学部がある日本大学ならではの，学びのスケールと充実
感が得られることでしょう。

アクティブ・ラーニング
反転授業，グループワー
クなどを代表例とした能
動的な学修の総称。主体
的に取り組み，他者と対
話し学ぶことによって，
知識だけではなく，社会
的能力や経験などの汎用
的能力の向上に有効とさ
れている。

フィールドワーク
研究に関連する場所や調
査対象がいる場所に実際
に赴き，インタビューや
アンケート，資料収集な
どを行う調査法のこと。

教養教育科目
「一般教育科目または総
合教育科目」「外国語・
保健体育科目」を指す
（P.12 参照）。また，「全
学共通教育科目」も含む。
卒業するためには，学
部・学科の専門分野であ
る「専門教育科目」の他
に，これらの科目群から
の履修も必要となる。こ
れらの科目は専門分野を
学ぶ上でも，多角的な視
点を得るためにも重要で
ある。
※「一般教育科目」「総合
教育科目」は同目的の科目
群。学部によって名称が異
なる場合もある。

8 つの能力を育てるために，
様々な学び・体験の場を活用しよう
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自主創造プロジェクトの
応募・選考
日本大学の学生で， 2 学
部以上かつ 5 名以上のグ
ループが応募条件。選考
の上，10～ 30万円の補
助金が給付される（P.19

参照）。

SDGs
2015年 9月の国連サミッ
トで採択された，2030年
までに達成すべき，持続
可能な世界を実現するた
めの国際目標のこと。貧
困や飢餓，エネルギー，
気候変動，平和的社会な
どの諸問題に対し，17の
ゴール・169のターゲッ
トが設定されている。

 全学共通教育科目「自主創造の基礎」
　全学部共通で 1年次に開講される科目です。「自主」
性を育て，「創造」性へのステップとなる，「学び方を学ぶ」
授業が展開されます。グループワークやディスカッション
など能動的な学修スタイルで，「自ら考え」，他者に伝え
ることを習練するとともに，学びに取り組む姿勢，他者
と協働するスキルを学びます。大学での学び方の基礎
が身に付き，その後の課題や自分の能力を発見する機
会になることでしょう。

 1 年次生約 16,000 人が集う，「ワールド・カフェ」
　「自主創造の基礎」の授業の中で行われるのが，「日
本大学ワールド・カフェ」です。一番のポイントは，全
学部の 1 年次生が集い，語らう場であること。多くの学
生から「刺激を受けた」という声が届いています。
➡ ワールド・カフェについては，P.42で詳しく

 「自ら道をひらく」一歩になる，
　 「自主創造プロジェクト」
　もっと学生の興味や活動を広げる機会を提供しようと，
令和元（2019）年にスタートした「日本大学自主創造
プロジェクト」。学生の自主的な“やってみたい！”プロジェ
クトについて応募・選考＊を経て大学が補助金を支給，バッ
クアップをします。自らの力で，文化の進展や SDGs＊に
取り組んだり，専門分野の学修に生かせる形にするなど，
あなたが成長する一歩になるはずです。
➡ 自主創造プロジェクトについては，P.19で詳しく

2  自ら考える力，
　 切りひらく力の土台を築く

 ガイド編 第1章   ミライヲツクル日本大学での学び
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留学プログラム
アメリカ，カナダ，イギ
リス，韓国，中国など 33

か国 1 地域 128 大学な
ど（令和 2年 1月現在）
と学術交流協定等を結び，
交換留学を行っている。
その他，短期海外研修，
認定留学，海外ボランティ
アなど多様なプログラム
や奨学金を含めたサポー
トがある。自分にどんな
プログラムが合うか，相
談して欲しい。（窓口：学
務部国際交流課）

インターンシップ
企業実習。在学中に企業
などで業務の実習を体験
すること。希望する職業
の内容を実際に理解し，
学生と就業先との認識の
相違を解消して，自らの
キャリアを描けるという
利点がある。

3  自分の殻をやぶって，自ら道を
　 ひらき，広い社会や世界に出よう

 学生の視点から，大学での学びを考える
　 「日本大学 学生 FD C

ち ゃ み っ と

HAmmiT」
　日本大学が推進する大学の授業をより良くするため
のＦＤ（Faculty Development）活動の一つに学生が自
ら企画・運営する「C

ち ゃ み っ と

HAmmiT」があります。大学教育
に対して自らの声を届けることや，仲間と共に行う年間
を通じた活動は，大きな達成感と自信につながります。
➡ 「日本大学 学生 FD CHAmmiT」については，P.18で詳しく

 海外留学で，経験や語学力を高める
　本学には様々な留学プログラム＊があり，多くの場合
は単位として認定されます。海外留学は，多様な文化
や価値観にふれる貴重な機会です。海外留学は「自主
創造」そのものです。

 職業選択を考える機会となるインターンシップ
　学生のうちに，企業で働く体験ができる制度。希望
する業種の職場で実習をすることにより，実際の仕事
の内容や「働く」ことへの理解が深められるメリットが
あります。学びのモチベーションにもつながります。

 地域貢献活動・クラブ＆サークル
　学びを地域に還元する
活動やボランティア，クラ
ブ・サークルなどの課外
活動も，社会生活を知り，
対人関係を築くきっかけ
に。経験は社会に出た後
の力になります。
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　幼少期から医師という職業に漠然とした憧れを抱いていました。医師になる夢が，
より明確な目標へと変わったのは，親族が認知症を発症し，その介護や治療に関わ
る医療従事者と接するなかで，自分も認知症を患う患者さんや家族のため，臨床や
研究に従事したいと思ったからです。
　医学部に入学後は，「医学を極めるにあたり，広い視野を持って何事にも挑戦し
よう」と改めて決心し，日々の授業は当然のこと，部活などの課外活動へも積極的
に参加するよう心掛けています。
　英語の課外活動もその一つです。 以前から留学に興味があったので，1 年次か
ら毎週，ネイティブスピーカーの講師による，英会話と外部検定試験（IELTS）対
策の講座に参加しています。 講師の先生に 4 技能の指導を仰ぐほか，留学するに
は何が必要か，日常生活における自学自習のアドバイスも受けていました。
　そうした活動がご縁を引き寄せたのかもしれません。2 年生の夏に英語の先生か
ら，本学を卒業され，現在米国の大学関連病院で医師として働いていらっしゃる先
生を紹介していただき，その先生の下で 1 週間研修させていただく機会を得ました。
米国では，先生のご専門である移植手術を見学させていただいたり，先生の研究室
で学ばれている学生の方や若手医師に混じって研究の討議に参加させていただいた
りしました。この経験を通して，知識量はもとより，学びへの意欲，そして新しい
事実を追究する貪欲さに世界との大きな差を感じ，ゆくゆくは彼らと同じフィールド
で，仕事に情熱を注げる医師になりたいと強く思いました。
　帰国後は英語の教科書を併用するなど，世界の基礎医学における常識を意識し
ながら，毎日の学習に努めるようになりました。また平日は授業と部活で，放課後
に十分な学修時間がとれないため，始業前や空いた時間を有効活用して予習・復
習に励みつつ，興味のある医学書や論文を英語で読むようにしています。今は 学
部の試験や国家資格のための勉強が最優先ですが，卒業後にどんな医療人になり
たいか，その姿を見据えて，これからも学生生活に邁進していきたいと思います。

卒業後になりたい
姿を思い描いて学ぶ

医学部２年　山本 尚子
  （取材当時）

Message
メッセージ メッセージ

教員からの教員からの

 ガイド編 第1章   ミライヲツクル日本大学での学び
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　「CHAmmiT」は，「CHAT（チャット）」の
ように，気軽に話そうをコンセプトにして，
全学部から学生が参加し，教員，職員も加
わって，所属やキャンパス，立場を超え垣根
なく，大学の教育や授業について意見交換
する，学生主体のイベントです。

日本大学 学生 FD C
ち ゃ み っ と

HAmmiT

学生の声を届ける教育改善の取組 〜学生 FD 活動〜

あなたの行動が大学を変える？！
「自主創造」を支援する全学的なプログラム

〈文理学部〉学生発案型授業（プロジェクト教育科
目）が企画され，「人間関係とこころの社会学－“生
きづらさ”について話し合う」（令和 2年度）という
テーマで，複数の教員によるオムニバス形式の授業
を実施しました。

〈生産工学部〉しゃべり場「他学科って何してる？」
など，多様なイベントの開催とともに，ポスター，
学部ホームページ，学部 Twitter，学部広報誌
「SPRING」を通じて活動内容を発信しています。

CHAmmiT に参加するには？
　CHAmmiTの企画・運営学生スタッフと，イベント当日の参加者
を公募しています。詳しくは，日本大学 FD 推進センターのホーム
ページを確認してください。 詳しくはこちらから

日大生の

必須知識

必須情報

01
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日大生のやってみたいを実現するプロジェクト
－「日本大学自主創造プロジェクト」－

 自主創造プロジェクトとは？
　みなさんが日頃，他の学部の人と協力してあんな
ことをしてみたい，こんなことをしてみたいと思う
ことはありませんか。何かしたくてもお金も必要，
実際行動に移すにはいろいろと障害があり，実現
が難しいのではないでしょうか。
　日本大学ではそんな皆さんの夢をサポートします！
　教育理念「自主創造」の実現に向けて，「自ら学ぶ，自ら考える，自ら道をひらく」
能力を実践の場を通じて育む機会を与えています。多様性に対する気づきを与え，
皆さんの学修をより深化させることを目的として様々な取組を支援しています。令
和元年度は，60プロジェクトの応募があり，33のプロジェクトが採択。採択され
たプロジェクトには 10～ 30万円程度，最高 100万円（プロジェクト内容等による）
の補助金が支給されます。　

 どんなことができるの？（令和元年度）

自主創造プロジェクトに応募するには？
日本大学ホームページ記載の内容を確認，「応募資格」などを満た
せば，どなたでも応募可能です。募集時期は毎年 1月～ 4月ごろ
です。詳しくは，日本大学ホームページを確認してください。
※募集内容は変更となることがあります。 詳しくはこちらから

プロジェクト名　　　 参加学部

雪かき・雪下ろしプロジェクト 法・経済・危機管理・生産工

卒業生と新入生を繋ぐ，家具バンク 商・生産工

防災教育関連の絵本を作ろう！ 芸術・生産工

日大出身の社長に突撃取材 ～学生のあれこれに答えて下さい～ 文理・危機管理

日本の世界文化・自然遺産の環境改善 生産工・生物資源科

 ガイド編 第1章   ミライヲツクル日本大学での学び

富士山清掃活動とアート製作を通じた
環境保全推進活動
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能力診断チャートで，
あなたの8つの能力を
確認してみよう！

Personal Page

 �今のあなたの 8 つの能力は何点？ 進級などのタイミングで，
再チェックすれば，あなたの努力や学びの成果が目に見える！

8つの能力 1回目（入学時）
の点数

2回目 
の点数

3回目 
の点数

4回目 
の点数

豊かな知識・教養に
基づく高い倫理観 5 5 5 5

世界の現状を理解し，
説明する力 5 5 5 5

論理的・批判的思考力 5 5 5 5

問題発見・解決力 5 5 5 5

挑戦力 5 5 5 5

コミュニケーション力 5 5 5 5

リーダーシップ・
協働力 5 5 5 5

省察力 5 5 5 5

パーソナル
ページ

01

かめ

たか

くま

ゆにこーん

いのしし

いるか

らいおん

かえる
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リーダーシップ・
協働力

らいおん

論理的・
批判的思考力

くま

コミュニケーション力

いるか

問題発見・
解決力

ゆにこーん

左表のチェックした回ごとの点数を，上の能力診断チャートに書き写してみよう！
筆記具の色や点（印）の形を★，■，◇などに変えて書き込めば，チェックを重ねて伸びたあな
たの能力が一目瞭然！

 �自分の得意なところ，苦手なところ，伸ばしたいところ
を知る上でグラフ化してみよう！

豊かな知識・
教養に基づく
高い倫理観

世界の現状を理解し，
説明する力

1点

2点

3点

4点

5点

※ この能力診断チャートは，「日本大学 学生FD CHAmmiT2018」で考案されたものをヒントに作成しています。動物は，各
能力を感覚的に捉え，あてはめたもの。これも学生のアイデアです。

 ガイド編 第1章   ミライヲツクル日本大学での学び

かめ たか

挑戦力

いのしし

省察力

かえる

●点数：1点～5点
　までの5段階で評価
●8つの能力の内容
　は，P.9で確認して
　ください

●各能力の点数の軸に，
　点（印）を付ける
●点と点を直線で結ぶ

2点

1点

3点
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あなたなら，どんなミライに
向かって何を学ぶ？
さあ，大学生活を計画しよう！

Personal Page

 「自主創造」できる人を目指して，目標を書いてみよう

1 入学前の日本大学のイメージは？ 入学した理由を書いてみよう

2 P.20，21 を踏まえて，8 つの能力のうち高い能力，
　 低い能力を挙げてみよう（複数可）
    それはなぜなのか，自分自身で理由を分析してみよう

パーソナル
ページ

02
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3 学びの計画（どんなことを学び，研究する？）

4 活動の計画（どんなことに挑戦する？）

5 卒業後の目標・職業などどんな人間になりたい？（何でも書いてみよう！）

 ガイド編 第1章   ミライヲツクル日本大学での学び
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あなたの成長記録
1 年ごとに自分を振り返ろう！

Personal Page

 P.23の計画やあなたの目標を振り返って，
　 達成できたこと，成長できたことを書き留めよう

1
年次

2
年次

3
年次

4
年次

5・6
年次
（6年制
学部のみ）

パーソナル
ページ

03
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あなたの理想の人生とは？
　皆さんの人生は卒業後の方が長い道程です。皆さんは，自分自身が今後の人生を
どのように生きていくのか想像したことがありますか。これを疎かにして，卒業した
後に「こんなはずじゃなかった」という声を聞くことがよくあります。
　今後の人生なんて考えたこともない！という方，大丈夫です。大学にいる間に自
分の軸となるものを見つけていきましょう！そのためのサポート体制が日本大学には
あります。

ここから始めよう！
　まずは，卒業した後の自分を想像することから始めてみましょう。皆さんが「何
をやりたいか」「何になりたいか」という軸となるものを自分自身で考えることが
一番重要です。そして，将来なりたい自分になるために，一つでも良いので「自
分はこれをがんばった！」「自分はこれに力を注いだ！」というエピソードが話せるよ
うに学校生活を充実させましょう。この経験は，就職活動の際に皆さんの武器に
なるとともに，社会人になった時に必ず役に立ちます。

約 120 万人の頼れる味方がついている
　日本大学の卒業生は約 120万人いて，数々の先輩たちが社会で活躍しています。
　また，専任の就職支援スタッフ数も全国の大学でもトップクラスで，各学部と
の連携により強力な支援体制を整えています。
　これらの卒業生やスタッフは，皆さんが未来に向き合うとき，味方になる人た
ちです。

豊富な就職情報「NU 就職ナビ」
　日本大学の学生だけが利用できる就職情報システム「NU就職ナビ」がありま
す。毎年１万件以上の求人情報の配信，約８万件の企業情報や OB・OG情報，
先輩たちの就職活動の記録など，就職活動に役立つ情報が掲載されています。
　他にも，公務員対策講座や資格取得講座など，キャリアアップを図る各種プロ
グラムも用意しています。学部ごとに数多くの講座やプログラムを開催していま
すので，積極的に利用し，キャリア・スキルアップを目指しましょう。

あなたのミライヲツクル 強力な進路サポート

 ガイド編 第1章   ミライヲツクル日本大学での学び

日大生の

必須知識

必須情報

02
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 日本法律学校として設立
　日本大学の前身である日本法律学校は，明治 22（1889）
年 10月 4日に創立されました。大日本帝国憲法が発布され，
また欧米の近代法を取り入れた刑法・民法・商法などの諸法
典も整備されつつある時期でした。
　司法大臣の山田顕

あき
義
よし
は，それまでの欧米諸国の法律を学ぶ

ことが主流の法学教育に疑問を持ち，日本の伝統・慣習・文化
を踏まえた日本の法律を教育する学校構想を抱いていました。
　同時期，宮崎道三郎・金子堅太郎などの若き法律学者たちも，
日本法学教育の必要性を認識し，山田とは別に日本法律学校設
立構想を進めていました。同様の構想を進めていることを知っ
た山田は，宮崎らを全面的に支援し，日本法律学校は創立さ
れました。
　現在，日本大学では，創立に関わった法律学者など 11名を
創立者とし，彼らを全面的に支援した山田顕義を学祖として
顕彰しています。

 学祖　初代司法大臣 山田顕義の活躍
　山田顕義は，弘化元（1844）年，長門国萩（現山口県萩市）
で，山田顕行の長男として誕生しました。吉田松陰の松下村
塾に入門し，幕末から明治初年にかけては，軍人としての才
能を発揮します。特に戊辰戦争では，新政府軍を率いて，東
北諸藩および箱館五稜郭の旧幕府軍平定に功績を挙げました。
　明治４（1871）年，岩倉使節団に理事官として随行し，欧
米諸国の軍事制度を調査研究します。
　帰国後は，司法省に勤務して近代法整備に尽力しました。その後，参議兼工部卿，
内務卿，司法卿を歴任し，明治 18（1885）年，内閣制度発足に伴い，初代司法大
臣に就任しました。

日本大学の歴史
－建学の経緯を学んで
　　　　本学の特色を理解しよう！－

初代校長
金子 堅太郎

設立者総代
宮崎 道三郎

学祖　山田顕義

Column

コラム
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　教育面では，明治 22（1889）年には皇典講究所所長に就任し，同所内に日本法
律学校を創立しました。
　明治 25（1892）年 11月，山口亀山における旧藩主毛利敬親等銅像起工式出席
の帰路，生野銀山（現兵庫県朝来市生野町）を視察中，49 歳で急逝しました。

 創立の目的
　日本法律学校の創立目的は「日本法律学校設立主意
書」に記されています。これを要約すると，（1）日
本の法律は新旧を問わず学ぶ，（2）海外の法律を参
考として長所を取り入れる，（3）日本法学という学
問を提唱するという 3点です。
　欧米法教育が主流な時代にあって，日本の法律を教
育する学校の誕生は，大いに独自性を発揮することと
なりました。

 千代田区に校舎建設
　日本法律学校開校当初は，飯田町（現東京都
千代田区飯田橋）にあった皇典講究所の一室を
借りて授業が開始されました。明治 23（1890）
年には國學院（現國學院大學）も同所に創立さ
れたため，昼は國學院，夜は日本法律学校が同
じ場所で授業を行いました。
　明治 29（1896）年，日本法律学校は神田区三崎町（現千代田区神田三崎町）に
初の独立校舎を取得しました。これが現在の法学部本館のある場所です。

 日本法律学校から日本大学へ
　明治 36（1903）年，日本法律学校は，校名を日本大学として大学組織に改め，
翌 37（1904）年，専門学校令による認可を受けました。
　大正 9（1920）年，大学令による大学となり，本学は総合大学への道を歩むこと
となります。昭和 24（1949）年，新制大学として再出発した本学は，「日本大学の
目的および使命」を制定して戦前の教育体制の見直しと組織基盤の整備を進め，多
様な学問分野を有する総合大学として今日に至ります。 （企画広報部広報課）

日本法律学校広告

明治期の校舎

 ガイド編 第1章   ミライヲツクル日本大学での学び
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スタディ・スキルズ

ガイド編 第2章

授業形式の特徴を理解しよう

大学にはいろいろな授業形式がある

形式 クラス 特徴

1 講義＊
少人数～
大人数

教員が教壇に立って，専
門的な理論や学説など
を話す。

2 演習
    （ゼミナール）

少人数

課題や研究テーマにつ
いて各自調べてまとめた
ことを発表し，それらに
ついてみんなで議論す
る。3・4年次になると，
この形式が多くなる。

3 実験・実習・
     実技

少人数

講義などで学んだ理論
や技術を，実地で行った
り，仮説の検証のために
調査や実験をしたりする
授業のこと。実施後は
成果をレポートや作品と
して提出する。

講義のスタイル
講義の進め方は教員に
よって様々。板書をする
教員，レジュメ（研究報
告や講義の概論などを手
短にまとめたもの）を
配付して板書をしない教
員，画像や資料を投影し
て授業を行う教員もい
る。講義のスタイルに応
じて，授業の受け方や
ノートの取り方を工夫す
る必要がある。最近では，
講義科目においても一部
にワークを取り入れるな
ど，知識定着を深めるた
めにアクティブ・ラーニン
グを取り入れている。
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 ガイド編 第2章   スタディ・スキルズ

1  講義
 講義に臨む姿勢

　高校までの授業と違い，大学の講義は教員が研究・
専門とする分野の様々な理論や学説＊などを解説するこ
とが中心です。そこでは，教員自身の研究成果や新しい
学説も聞くことができます。
　つまり講義は，板書を写して“覚える”ものではありま
せん。古くからの学説と新しい学説の論旨を自分なりに
分析し，その後は自分自身の研究テーマを見つけていく
ためのものです。考えをめぐらせながら，講義をしっかり
聞くことによって，自らの頭で考え，自らの言葉で発言し，
自らが物事を判断する基礎となる知識が身に付きます。

 欠席は命取り
　どの授業も「出席」が前提条件。高校までの授業と違い，
教科書どおりに進むわけではありません。教員は，講義
の内容を 15 週＊のストーリーで組み立てています。1回
（1コマ＊）休めば，以降の授業はわからないまま，半期
が終わってしまいかねません。授業に取り組む基本的な
姿勢として，授業開始時刻に遅刻しないことも重要です。
教員や他の学生に迷惑がかかるばかりか，欠席したのと同
じように十分な学修効果が見込めなくなってしまいます。

 予習・復習も単位修得の条件
　大学の授業は，1単位を「45 時間の学修を必要とす
る内容」と定められています。この時間には，大学で
の授業のほかに予習・復習の時間も含まれています。つ
まり，「大学生は自主的に学ぶもの」とみなされている
わけです。学修を中心にして，課外活動や個人の予定
は無理のない計画を立てるように心掛けましょう。
➡ 単位修得に必要な学修時間については，P.62で詳しく

学説
学問分野において，研究
者が主張する考え方。

15 週
半期の授業は 15 回を標
準に設計されている。週
1 回の授業を 15 回（週）
行う形式が多い。

1 コマ
授業の数え方の単位。90

分・1授業を 1コマとい
う。
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3  実験・実習・実技
 実験・実習・実技に取り組む姿勢

　実験・実習・実技は，学生が講義などで学んだこと
を実践して，方法や技術を身に付けるための科目です。
　特に実験・実習では，装置や機器の使用法の習熟とと
もに，分析・測定データがあらかじめ設定した仮説に照
らして正しいかどうか，検証する狙いもあります。そのた
めこれまでの授業をしっかり理解し，当日は何をやるのか
予習しておくことが必要です。

他の受講生と
より深い交流
ゼミは少人数単位で行わ
れているため，教員と学
生，学生間での親交が深
まりやすい。また学年の
違う学生（先輩・後輩）
も参加しているので，学
内の交友関係が広がる機
会でもある。

実習の授業風景

実験の授業風景

2  演習（ゼミナール）
 ゼミナールとは

　「演習（ゼミナール）」は，「ゼミ」と略されて呼ばれます。
学生が特定のテーマについて研究し，発表や討論を通じ
て，主体的に学び，研究する姿勢を養う授業形式です。
自分の研究発表だけでなく，ほかの学生の研究発表も聞
き，質問や討論もするので，論理的に考えることや自分
に関心のあるテーマ以外の知識も必要になります。それ
だけあなたの成長にもつながり，様々な学問的刺激を受
けることでしょう。

 ゼミでの学び方
　ゼミは，学生の主体性が尊重され，教員は多くの場合
進行役や助言役を務めます。また少人数規模で行われる
ので，発言しやすい場です。教員から直接アドバイスや
指導を受けられる機会でもあり，他の受講生とより深い
交流＊ができるのも大きな特色です。発表（特にパソコン
を使ったプレゼンテーション）の仕方や討議の方法もゼミ
を通じて身に付けてください。
➡ プレゼンテーションの仕方については，P.44で詳しく
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ハインリッヒ
Herbert William Heinrich

（1886-1962年）
アメリカの数学者。損害
保険会社の技術・調査部
で安全技師を務めた。労
働災害の発生確率を統
計的に解析し，1929 年
に発表した論文で経験
則「ハインリッヒの法則」
を提唱した。

ヒヤリ・ハット
幸い事故には至らなかった
ものの，一瞬ヒヤリとした
りハッとしたケースのこと。

TA ＝ティーチング ･
アシスタント
科目担当教員の指示によ
り，学部の実験・実習等
の教育補助を行う業務の
総称，もしくはその担い
手である大学院学生。

SA ＝スチューデント ･
アシスタント
学部学生が，コンピュー
タ科目や実験・実習・実
技科目などのほか，多人
数授業の補助，受講に際
しての留学生への対応や，
ハンディのある受講生な
どへの学習補佐を行う。

 ガイド編 第2章   スタディ・スキルズ

 グループ行動の意識
　グループ単位で行われることも多くあります。グルー
プの一員として役割を分担し，協力し合うことが重要
です。

 実施後はすぐレポート！
　実施後は，その日のうちに学んだ内容をレポートにま
とめましょう。記憶が薄れてからでは，書けなくなって
しまいます。予習→授業→レポートのクセ付けが大事
です。

安全確認と安全対策の意識を忘れないで！
　実験・実習・実技において，絶対に忘れてはならない
のが，安全の確保です。「ハインリッヒ＊の経験則」では，
1 件の重大な事故や災害の背後に，29 件の比較的軽微
な事故・災害，さらに 300 件のヒヤリ・ハット＊が潜ん
でいるといいます。つまり，重大な事故や災害を未然に
防ぐには，「キガカリ」の段階（下図参照）で対処して
おくことが重要です。
　指導教員や TA ＊，SA ＊の説明と指導には十分に耳を
傾け，常に細心の注意を払いましょう。

【実習・実験の安全対策】
● 体調管理：体調不良や寝不足は事故の要因に
●  服装：実験では白衣，必要に応じて実験用保護メガネ・
手袋などを着用

●  野外実習：雨，日差し，虫よけなどの対策，調査にふ
さわしい靴の着用。天候変動への注意

キガカリ
（リスクにつながる無数の行為）

ヒヤリ・ハット

軽微な事故

事故1
29

300

■ ハインリッヒの経験則
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何を学ぶか，何の科目を選ぶかは，
あなた次第

 学びの目的・方向を決めて，バランスよく学ぼう
　科目には，教養教育科目と専門科目の分類があり，さら
に必ず単位＊を修得しなければならない必修科目，選択受
講する科目などの規定があります。学修成果を保証する卒
業の認定に関する方針＊に基づいて，こうした科目が体系
的に設けられています。その中で，どの科目を履修＊する
かは自分で組み立てます。それには，どのような知識やス
キルを身に付けたいのか，あなた自身が学びの目的と方向
性を明確にしなければなりません。様々な授業形式を取り
入れることはもちろんのこと，他領域へも関心を広げて知
識を連結させていくような履修を心掛けましょう。

 受ける授業は自分で「履修登録」
　年度（学期）の始めに，各学部のウェブ登録画面など
で履修したい科目を選択・登録します。学部で定めた単
位数を規定の年次に修得するルールや，学期・学年単位
で履修登録できる単位数の上限（CAP制）などもありま
すので，最初にルールを十分確認するようにしましょう。 

 シラバス＊を活用しよう！
　履修科目を選ぶ際は，学部のホームページなどに掲載し
ているシラバスを参照しましょう。シラバスでは，授業
科目名，教員名，授業のテーマ，目的・到達目標，各回の
授業内容や予習・復習などが確認できます。また成績の評
価基準や方法も記載されています。プリントアウトして保
管したり，情報端末に取り込んだりしておくと便利です。
➡ 履修登録方法とシラバスの活用法は P.56以降で詳しく

単位
大学における学修量を測
るために数値化した一定
の基準。授業を受け，試
験などで一定以上の成績
を修めると修得できる。

卒業の認定に関する方針
所定の単位を修得すると
ともに，学修によって学
生が卒業時に身に付けて
いるべき資質や能力を明
示したもので，ディプロ
マ・ポリシー（DP）とい
う。自らの所属する学部
のディプロマ・ポリシー
を一度ホームページなど
で確認しておくこと。

履修
単位を修得するために授
業を受けて，知識・技術
などを学ぶこと。

受ける授業と時間割は，自分が決める

シラバス（Syllabus）
科目ごとに授業の概要や
各回の授業計画を示した
もの。
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1  ノートのつくり方
 「板書を写す」よりも，「理解する」ノートに

　中学・高校と違って，教員はノートに取るべき内容を細
かく指示しません。しかし講義では様々な理論や学説な
どが解説されます。つまり教員が話すことを書き取ること
も大切。講義の要点を自ら考え，重要なキーワードを逃
さずノートに書いていきましょう＊。
　そのノートは，復習にも役立ちますし，試験やレポート
の提出時などには授業を振り返るために不可欠なものに
なります。講義内容をしっかり理解できるようなノートの
取り方が重要。自分なりに工夫してみましょう。

 「ノートに書く」ことに気を取られてはダメ
　「ノートに書く」行為に気を取られすぎると，教員の話
が頭に入ってきません。その場で理解できたことはキー
ワードを書き留め，調べればわかることは書き込めるス
ペースを空けておくなどして，授業後に復習を兼ねて，
ノートを完成させるようにしましょう。

 試験やその後の学びに役立つノートづくりを意識
　大学の講義は教科書に沿って行われるわけではありま
せん。したがってノートが講義内容を振り返る一番の資料
であるともいえます。定期試験＊では，「ノートの持ち込み可」
という場合もあります。それはノートに書いたキーとなる
知識を基に考え方を問われたり，論ずる際に重要なヒント
になったりするからです。知識だけのメモにせず，発想を
豊かにするヒントをノートに記録することを心掛ければ，後
の卒業論文・卒業研究，ひいては卒業後においても生か
せる貴重な財産となるはずです。

 ガイド編 第2章   スタディ・スキルズ

教員がプリントを配る
場合は
教員がプリントを配付し，
授業を進める場合は，プ
リントに書き込み，ノート
代わりにするのがよい。

定期試験
学期の最後に行う試験。
進捗や理解度のチェック
やフィードバックを目的と
する試験とは異なり，科
目合格判定を主目的とす
る総合的な試験のこと。

高校とは違う，大学ならではの
学修方法と必要なスキル
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B

キーワードや疑
問点などを記入

キーワード・
エリア

C

復習時にページの要約を簡潔に
まとめる

サマリー・エリア

〈前ページ〉 〈次ページ〉

A

講義で板書され
た内容や解説な
どを記入

D

配布資料の糊付け
復習時に教科書や参考書で調べ
た内容を書き加える。
講義での疑問点を解決する。

ノート・
エリア

講義回数／日付

出典／日本大学法学部 佐渡友 哲教授・編著2011,『大学入門̶政治と経済を学ぶマナーとスキル』北樹出版

■ ノートのレイアウト例（コーネルメソッド参考）

 良いノートをつくる方法
　良いノートをつくるための方法を一つ紹介します。授業
中にはノートの上半分（または左ページ）だけを使い，下
半分（または右ページ）には，後で整理し，まとめたもの
を記載するようにします。また，疑問点が出てきた場合に
は，後で教員に質問できるよう，そこにメモしておきます。
　ノートの完成は，記憶が鮮明なその日のうちに済ま
せておくことがベストです。こうしておけば，復習にも
なり，講義内容が整理された良いノートが残せるように
なります。
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 ガイド編 第2章   スタディ・スキルズ

ノートの参考例

　プリントを配付する教員が多く，ノートを使うのは「知的財産法」など 3 科目という大塚
さん。板書は黒，説明はオレンジ，重要事項は赤と，ぱっとわかりやすいよう色を分けて
書くのがポイント。口頭で説明された重要事項も書き込んだノートやプリントは，毎日の
復習や定期試験の学習に活用している。税理士を目指す大塚さんのノートの取り方を参考
にしてみよう。

ノートのつくり方は多様です。大塚さんの工夫は，要点がわかりやすいノートのつくり方の代
表例といえるでしょう。身近な先輩にノートを見せてもらうのも，良いノートづくりに有効です。

先輩のノートを見せてもらいました！
法学部 経営法学科１年　大塚 拓海

　　　　　　　　　（取材当時）

❖ 大 塚 さ ん は，
ノートではな
くルーズリー
フ を 活 用。3
科目分を 1 冊
のリング式バ
インダーにまと
めている。

❖ 各科目の最初
のページに付
せんを貼り，科
目の区別をし
ている。

❖ 試験の日時や
試験の内容も
ノートに記入。
教員からの指
示をきちんと
押さえておくこ
とは重要。

❖ ボールペン，マーカー，
定規など，ペンケースの
中身はカラフル。

❖ 板 書 の ほ か，
口頭のみの説
明でも，重要
だと思ったポ
イントを書き
込む。最初は
ポイントをつか
みきれず何で
も書いていた
が，今はポイン
トを絞って簡潔
に書けるように
なった。

❖ 関連のある項
目は罫線で結
び，相関図の
ように示す。関
連する内容や
全体像が，わか
りやすくまとめ
られている。

❖ 重要なポイント
や補足事項は，
色付きのペン
を使って記入。
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2  論文とレポートの作成
 論文とレポートの違い

　大学の学びでは，論文＊やレポートを書くことが必ず
求められます。
　レポートは，授業の課題として教員からテーマが与え
られ，そのテーマについて調べた内容をまとめ，その結
果から自分の考えを述べます。一方，論文は自らテーマ
を設定し，そのテーマの先行研究＊を掘り下げ，新しい
発見や理論を提示します。簡単にいうと，レポートは
既知の事実をまとめたもの，論文は自分で獲得した情
報を報告し，自らの理論を立てるものといえます。

レポート 論文
※
目
安
量

A4・2～ 4ページ程度
（1,000～ 5,000文字程度）

A4 ・20～ 40ページ程度
（30,000～ 60,000文字程度）

 論文・レポートを書くための情報収集
　論文やレポートは，必ず先人の研究成果（先行研究）
を参照した上で，自身の学修・研究内容を上乗せするこ
とが原則です。先行研究やデータを調べるためには，大
学図書館を利用して，書籍や論文，雑誌などの資料を読
むのが良いでしょう。携帯端末からでも書籍や論文を検
索し，読めるようにもなっています。　
　また，PCスキルや注釈・参考文献の挿入方法など「書
き方」も身に付けていく必要があります。

 適切な引用のしかた
　大学図書館の文献やインターネット上の資料を活用す
る時は，守らなければならないルールがあります。論文
やレポート作成の中で，文献や資料から調べた部分と文
献や資料を基に自分で考察した部分は，明確に区別し，
明示する必要があります。

論文
多くの学生に該当するの
は卒業論文。ただし，論
文ではなく「卒業制作」や
「卒業研究」が卒業要件
の学部もある。大学院に
進学すると，修士課程・
博士課程でも論文執筆が
ある。

先行研究
自分が論文を書こうとして
いる研究分野で，既に発
表されている学術研究を
指す。

※ページ数や文字数は，学問分野により大きく異なることがあります。
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出典・典拠
出典は，故事や引用句・
引用文の出どころである
書物のこと。典拠は，信
頼できる根拠となる文献
を意味します。どちらも
「元となる書物」を指す
ことには変わりなく，依
拠する文献の「出どころ」
を明示すべき法的な義務
があります。

 ガイド編 第2章   スタディ・スキルズ

 やらなければならないこと
①引用
　引用する際は，他人の文章であることを明示するた
めに引用部分をかぎかっこ（「 」），英語の場合は引用
符（“ ”）で示したり，行間を空けたりして，自分が作
成している文章と，引用する他人の文章を，明瞭に区
別することが必要です。また，文章全体に占める分量・
割合が，他人の文章が主体になってしまってはいけま
せん。あくまで自分の作成文章が主，引用する他人の
文章が従たる関係にあることも必要です（主従関係）。

②要約（言い換え）
　文章や事例をそのまま引用はせず，内容を要約する場
合や表現方法を変えて説明する場合には，引用のように
かぎかっこや行間を空けて示すことは必ずしも必要あり
ませんが，利用する他人の著作物の趣旨に忠実に要約し，
出典部分を明らかにする必要があります。

③出典の明示
　引用や要約を行った部分は，出典・典拠＊を明示する
ことがルールです。明示の方法は複数ありますが，本文
中に通し番号の注釈を付し，本文の末尾でその番号に対
応する文献や資料の情報を記載するのが一般的です。

●書籍や雑誌などの場合
著者名，書名・雑誌名および号数，該当ページ，出版年，出版社
などを記載する。
例：日本太郎（2019年）『ミライヲツクル』▲▲出版

●ウェブサイトの場合
著者名，タイトル，アドレス（URL），アクセス日などを記載する。

　これらの明示する内容は一例です。学問分野や文献な
どの種類によって記載方法や内容が異なる場合もありま
す。不明な点がある場合には，授業担当教員に確認して
ください。
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 注意しなければいけないこと
①原典＊の確認
　文献や資料が参照している典拠を自分で確認せずに用
いることを「孫引き」といいます。この孫引きは，引用
から引用をするため，原典と異なってしまう可能性や，
元の引用や要約が誤っている可能性もあるため，できる
だけ避けるべきであり，可能な限り，自分で原典を確認
してください。
　ただし，原典を入手することが難しいなど，やむを得
ず孫引きする場合は，信頼のできる資料であることを十
分確認してください。

②ウェブサイトからの引用
　インターネット上の情報やデータを活用する際に出典
の典拠が曖昧である場合や正確性を欠く情報が含まれて
いる場合がありますので，引用などを行う場合には十分
に確認して行ってください。
　ウェブ上のいわゆるコピーレフトの文書など，執筆者
が匿名で文書作成責任者の明示のない文書の引用も同様
に注意が必要です。

③剽窃
　P.37「やらなければならないこと」に記載のルールを
守らずに，他人が書いた文章や研究の成果をあたかも自
分が書いたものとしたり，自分の成果とすることを剽窃
といいます。このようなルールを守らず，他人の文章を
適切に示さずに使用すると，学内で不正行為とみなされ
るだけでなく，法に抵触することにもなりかねないため
絶対にしてはいけません。何よりあなたの「考える力」「書
く力」の成長になりません！

原典
もとになる書物，文献の
こと。原書や原本。
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 ガイド編 第2章   スタディ・スキルズ

論文とレポート
の書き方

序論 本論 結論

「どのような問題に対し，どのよ
うな結論に至ったか」というこ
とを記す。ここを読めば，筆者
が何を考え，何を主張している
のかがわかるようにする。

自分の主張に沿って証拠を積
み上げていく部分。先行研究
を踏まえて，自分で調べた資
料や，調査結果，参考文献な
どで構成する。

積み上げた証拠から，結論を
まとめる。論文の場合は，自
説の論証をする。

 共通する書き方のポイント

 提出時のマナー（提出前にチェックしよう）

指定された書式や体裁を守って作成する
●「○○○字程度」 「原稿用紙○枚程度」などの文字量を守る。
●「縦書き／横書き」 「表紙を付ける（付けない）」 「ホチキスで留める」などの書式や体
裁などが事前に示されるので，指定された条件を守って作成する。

客観的，論理的な文章表現
事実や論拠を伝える目的の文章なので，「～です」「～ます」などの話し言葉は使わない。
「～である」調で統一する。

● 名前，学生番号，所属，授業科目名などは書かれているか？
● 提出期限，提出方法は守れているか？
● 手元に保管するために，コピーやデータのバックアップはしたか？
● 誤字，脱字などはないか？　  ● ページ番号は入っているか？
● ホチキスで留めたか？

先行研究を踏まえる
必ず先人の研究成果（先行研究）を参照した上で，自分の研究・調査など客観的な事実
を根拠にして，主張や理論を展開する。

参考文献リストを付ける
書き方は，P.37「③出典の明示」を参照。

基本的な構成は，「序論」「本論」「結論」の 3 部構成
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3  グループワークとディスカッション
 グループワークとは？ ディスカッションとは？

　グループワークは，授業で与えられた課題に対して，
数人のグループで話し合い，課題への答えを導き出し，
最後にはグループ発表に至る学修方法です。日本大学
では授業の中で，導入されています。
　ディスカッションは，問題・課題についての意見やアイ
デアを出し合い，討論や協議するものです。グループ
ワークの過程でも，このディスカッションを頻繁に行い
ます。お互いの意見を出し合い，考え合うことによって，
問題・課題の解決策へのアイデアも広がり，実践的な学
びになります。
　ディスカッションは，パネル・ディスカッション＊，ディ
ベート＊など，前述とは違う手法で行われる場合もあり
ます。いずれにしても他の学生の意見を尊重し，相手
の人格を傷つけたりしないことなどが原則です。意見を
主張する際には，正しい論拠と論理が求められます。

 この学修スタイルで何を得られるのか
　グループワークやディスカッションでは，自分とは違っ
た発想や反対意見に出会い，視野を広げることができ
ます。また「自分の意見を言う」姿勢と，他者が理解
しやすいように「考えて話す」という力が身に付きます。
　「話すのが苦手」と思う
人も多いかもしれません
が，下調べ不足や自分の
考えがまとまっていない
だけかもしれません。事
前準備を行い，少しずつ
でも苦手意識を解消して
いきましょう。

パネル・
ディスカッション
異なる意見を持った数人
の討論者（パネラー）が
聴衆の面前で一定の論題
に関して討議し，その後，
聴衆も討議に加わって，
質疑応答や意見発表を行
う座談式公開討論法。

ディベート
ある主題について，異な
る立場に分かれて議論す
ること。

40 Learning Guide



グループワーク
の仕方

 ガイド編 第2章   スタディ・スキルズ

 グループワークの流れとポイント

グループに分かれる
①教員の指示にしたがって，グループに分かれる
②アイスブレイク
　 あまり話をしたことがない人とグループになる場合もあ
るため，グループになじみやすいように，自己紹介したり，
ゲーム感覚の簡単なワークをしたりする場合がある。

グループの中で進め方を決める
①役割分担
　・進行役，書記，タイムキーパーなど場の役割
　・下調べなどの分担
②話し合いの手順　
　 与えられたテーマに対して，現状の問題点／類似する　
環境／各自の意見など，どのような角度から話し合って
いくか，進め方を考える

議論～発表
①課題の確認
②広く様々な意見を出し合う
③ 出た意見を分類する
　（類似の意見は集約，意見の内容別に分類）
④ それらがどうつながり，解決の糸口は何かなど，話し合
い考察を深める

⑤グループの意見として，最終的な見解・論拠をまとめる
⑥発表のための資料をつくる
⑦ 他のグループに対して，グループでまとめた内容を発表する

振り返り
①良かった点，改善点
②自分のグループと他のグループの見解を比較する
③グループワークを通じた自分の成長点を確認する

※ 上記の流れは一例です。授業目的等により，内容は異なることがあります。

照れたり，恥ずかしがっ
ていると，始まらないの
で積極的に声を出そう。

何事も，誰が，いつま
でに，どのようにと手順
を明確にすることが必
要になるので，手順の
決め方を学ぼう。

自分では気づかなかっ
た意見，自分とは反対
の意見も出てくるはず。
自分の視野を広げる機
会なので，新鮮な気持
ちで受け止めよう。

グループワークの中で
自分が役割を果たせた
か，特に自分はどのよ
うな気づきを得られた
か，しっかり振り返ろう。
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4  多様な価値観がふれあう
　  グループワーク 「ワールド・カフェ」

 ワールド・カフェとは？
　「日本大学ワールド・カフェ（通称：N

えぬ
-M
みっくす

IX）」は，全学共
通教育科目「自主創造の基礎」の授業の中で実施される，
1年生全員が参加対象となる大規模なグループワークで
す。グループワークの仕方と，多様な考え方への気付きや
そこから得たことを学びへ生かすことなどを学修します。

 アイデアを広げる「他花受粉＊」
　ワールド・カフェで行われるワークの特徴は，「他花受
粉」。ミツバチが花から花へ飛び回り，花粉が広がってい
くように，いくつかのテーブルを回り，アイデアを共有し
ながら，また新たなアイデアに発展させていく，生産的
なスタイルで行われます。

【ワールド・カフェの進行】

ラウンド 1

ラウンド 2

ラウンド 3

ラウンド 4

テーマについて探究する

アイデアを他花受粉する

持ち帰って気づきや発見を
統合する

集合的な意見収穫し，
共有する

● ホスト（A）はそのままの位置で，ゲスト（B～ F）はラウンドごとに各テー
ブルを回り，気づきを共有。ラウンド 3で元に戻り，気付きを統合します。

テーマについて自由に話し合いを
行い，探究する。

「ホスト」を残して，「ゲスト」は
他のテーブルに移動する。「ホスト」
は，自分のテーブルでどんな話が
あったかを，そのテーブルに来て
くれた人と共有し，それを聞いて
全員でつながりを探究する。

最初のテーブルに戻り，ラウンド
1，ラウンド 2で得られた発見や
気づきを共有し統合します。

カフェ・マスター（教員）がファ
シリテータとなり，全体の話し合
いをする。

他花受粉
ミツバチが花から花へ，
花粉を付けて飛び回り，
その花粉が広がることに
よって，異なる遺伝子が
出会い，新たな種が生ま
れる状態を模した，グ
ループワークの手法。

グループ 1

テーブル 1A Ⓓ
Ⓑ Ⓒ

Ⓕ Ⓔ

ホスト

ゲスト 移動

移動移動

グループ 2

テーブル 2A Ⓓ
Ⓑ Ⓒ

Ⓕ Ⓔ

ホスト

ゲスト 移動

移動移動
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ワールド・カフェについて
記録しておこう！

Personal Page

 ガイド編 第2章   スタディ・スキルズ

グループワークを
やってみて，自分が
できたこと，良かっ
たところを書いてみ
よう

今回やってみたグ
ループワークやその
中で得た気づきを今
後，どのような学び
や活動の中で生か
せるか書き残してお
こう

ワールド・カフェで
知り合った，他の学
生の見習うべき点を
記録しておこう

パーソナル
ページ

04

グループワークを一緒に行った仲間のキロク
（氏名や学部・学科名を書き残そう！）
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5  プレゼンテーション
 社会人の必須スキル：プレゼンテーションとは？

　演習（ゼミナール）を代表として，大学では学生が
研究発表をする機会が多くあります。研究テーマとその
テーマに着眼した背景，調査結果，課題や考察などを順
序立てて，他者に伝わるように発表することをプレゼン
テーションといいます。
　最近は，より高い説得力や理解度を得られるように，
パソコンのプレゼンテーションソフトウエア＊を使うことが
多くなっています。
　プレゼンテーションの際は，スライド画面を A4用紙 1

枚に 6画面程度，順番に記載したものをプリントして配
付資料（レジュメ）にすると，より効果的な発表になりま
す。事前に，友人に聞いてもらうなどしてリハーサルを
行うとよいでしょう。

 この学修スタイルで何を得られるのか
　プレゼンテーションは，決められた時間内に発表するこ
とが原則です。発表する内容を秩序立てて明快にしてお
くことが必要になります。そのため，論理的思考や効果
的に他者へ考えを伝えるスキルも養われることでしょう。
　最近は，学会＊でも企業でも，パソコンを活用した発表
が主流です。演習でプレゼンテーションソフトウエアを使っ
て研究発表した経験
は，卒業後にどのよう
な道に進んだとしても
役に立つはずです。こ
の使い方を積極的にマ
スターしましょう。

学会
学術研究者の団体。また，
その会合。

プレゼンテーション
ソフトウエア
PowerPoint など，テキ
スト・写真・クリップアー
トなどを編集・配置する
機能を持ち，スライド
ショー形式でスクリーン
投影などができるソフト
ウエアのこと。
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プレゼンテー
ションの仕方

 ガイド編 第2章   スタディ・スキルズ

 プレゼンテーションの流れとポイント

 発表本番の注意点

①発表の形式を確認する
● 課題
● 発表日時
● 発表の時間（持ち時間）
●  発表の形式（レジュメ／投影などの方
法や資料の分量）

②発表テーマを決める
①で与えられた課題に対して，何を調べ
て発表するかを決める

③疑問・発見→根拠→主張する
②で決めたテーマについて，文献などを
調べ，疑問や発見からさらに根拠を集め
て，自分の主張を組み立てる

⑤発表資料をつくる
●  発表の形式に合わせて（レジュメ形式／
投影形式），資料を作成する

●  わかりやすく，簡潔にまとめるのがポ
イント

⑥リハーサルをする
友達に聞いてもらい，時間配分や，発表
内容は理解しやすいかどうかを確認して，
必要に応じて手直しする

⑦想定問答を考える
発表後には質疑応答があるため，あらかじめ
質問を想定して，どう答えるか準備しておく

⑧レジュメをコピーする
発表内容をレジュメにして，発表を聞く人
の手元資料として，人数分コピーする（投
影の場合は，1ページに複数スライドが
収まるように，縮小版をコピー）

大きな声で，ゆっくりと話す
声が小さかったり，早口だったりすると理
解しづらくなるので，口調は重要。

聞き手の反応を見ながら話す
資料を読み上げるような発表だと，聞く人
への説得力が弱くなる。時々，聞き手を見
渡し，反応を見ながら，必要に応じて説明
を付け足すようにする。そのため，リハー
サルしておくことは重要。

資料のどこを話しているか伝える
発表内容の項目が切り替わるタイミング
で，配付したレジュメに示した項目タイト
ルやスライド番号などを告げるようにする
と，聞き手が理解しやすくなる。

時間厳守
持ち時間を守ることは，発表の原則。あ
らかじめ時間配分を想定すること。時計
で進行状況を確認しながら，発表しよう。

④発表の構成・順序を考える
序論・本論・結論＊の 3 部構成で，発表
する内容を文章化する
＊P.39論文とレポートの書き方参照
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6  オンライン授業（遠隔授業）
 オンライン授業受講の心構え

オンライン授業の準備
　まず，オンライン授業を受けるための静かな部屋を確
保し，部屋のインターネット環境を整えましょう。アプリ
（Zoomなど）を使用する際は，あらかじめ最新版に更
新をしておくと，スムーズに授業を受けることができま
す。また，事前に授業資料が提示されている場合は，必
要に応じて授業資料を印刷しておくと，資料に書き込み
ながら授業を受けることができます。

オンライン授業を受ける
　同時双方向型（P.47 参照）の場合は，授業の開始時
間を守って受講しましょう。マイクやカメラの ON/OFF＊

は，授業のルールに従ってください。オンデマンド型（P.47 

参照）の授業の場合は，繰り返し視聴することができます。
難しい授業は，繰り返し視聴して理解を深めてください。
なお，配信された動画や資料を外部に流出させることは
禁止です。

積極性を持って臨もう
　オンライン授業では対面の授業に比べて，質問をしに
くく感じるかもしれません。また，学生間のディスカッ
ションの機会も限られるため，受け身になりがちです。
しかし大学の授業において，積極的に自ら学ぶ姿勢は最
も重要です。疑問に思うことがあれば，授業中や授業後
に積極的に質問をしましょう。また，予習と復習も重要
です。ただ，授業に参加する，授業を聞くだけではなく，
積極的に授業や学習に取り組めば，オンライン授業でも
深い学びが実現できます。

マイクやカメラの ON/
OFF
大勢が参加する授業の場
合，通信状態の低下を防
ぐため，OFFでの参加を
求められることがありま
すが，同時双方向型の機
能を生かした授業を実現
するため，ON での参加
を求められることもあり
ます。ON の時に注意し
たいのは，自身の顔だけ
でなく，授業を受けてい
る場所も映ることです。
他者に見られては困るよ
うなプライベートなも
の，他者を不快にさせる
ものが映りこまないよう
に心がけましょう。
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 オンライン授業の形式
　オンライン授業には次のような形式があります。

①同時双方向型
Zoomや Google Meetなどを利用してリアルタイムで授
業を配信する形式です。

②オンデマンド型
インターネット上に授業資料や講義動画を配信し，定め
られた期間内に受講する形式です。

③複合型
同時双方向型とオンデマンド型を併用する形式です。

 オンラインツールの種類
　オンライン授業ではこのようなオンラインツールを使
用しながら授業を進めますので，使ったことがないオンラ
インツールは，自分で試したり使い方を調べたり，教員
や教務課へ聞いたりして使いこなせるようにしましょう。

Zoom・
Google
Meet

遠隔地にいる学生と教員をつなぐことがで
きるオンラインコミュニケーションツール。
ＰＣ，スマートフォン，タブレットなどの情
報端末を用いてリアルタイムに双方向のコ
ミュニケーションを行うことができるため，
Zoomなどのツールでオンライン授業は行わ
れています。

Google
Classroom

Google社が提供する学修支援システム。授
業ごとに「CLASS」が作成され，教員への
連絡，教材のダウンロード，アンケートの回
答，課題の提出などを行うことができます。

Google
ドライブ

データを格納するためにインターネット上
に設置されたスペース（クラウドストレー
ジ）で，学生と教員間でデータを共有する場
合などに利用します。

「新入生のためのZoom
特別セミナー」動画URL

 ガイド編 第2章   スタディ・スキルズ

☆「新入生のための Zoom

特別セミナー」を令和 3

年 4月に開催しましたの
で ,オンライン授業受講
前にはぜひご覧ください。
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Google
Jamboard

他のユーザーと共同編集が可能な電子ホワ
イトボードツール。クラウドベースである
ため，同じ Jamboardに同時にアクセスす
ると，リアルタイムで内容の共有ができま
す。また，ホワイトボードへ手書きの記入，
付箋の貼付，画像の差し込みなどができ，
グループワークの時に有効活用できます。

 オンライン授業のマナー
　オンライン授業のなかで，配布された資料や，配信
された音声や動画（スクリーンショットで撮影した画
像も含みます）は，許可なく以下のようなことはしては
いけません。
■  欠席した友人に資料をコピーして渡すこと
■ TwitterなどのSNSに投稿すること
■  録画や録音した講義を友人間で上映をすること

　また，他にも，このようなことに注意する必要があ
ります。
■  オンライン授業へのアクセス方法（ZoomなどのURL

等）を他人に教えてはいけません。
■  他の履修者の画像などを公開してはいけません。
■  授業と関係のない発言をしたり，関係のない音声を
発してはいけません。

■  友人のアカウントを利用して，代わりに出席するこ
とや，代わりに課題を提出することはしてはいけま
せん。

　このような行為は，不正行為とみなされるだけでな
く，法律違反となる場合もありますので，絶対にしな
いようにしましょう。
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「自主創造の基礎」第６回課題（日大晶XXXXXXXX）

ニチダイアキラ〈XXXXXXXX＠g.nihon-u.ac.jp〉

To △△△△△△＠nihon-u.ac.jp

日本大学

●●学部●●学科１年

日大晶

Email:XXXXXXXX＠g.nihon-u.ac.jp

●月●日（●）XX：XX

受信トレイ×

◎◎先生

お世話になっております。

「自主創造の基礎」を履修している●●学部●●学科１年 日大晶です。

第６回の課題を提出させていただきます。

どうぞよろしくお願いいたします。

7  メール送信のマナー HTML 形式のメール
文字の大きさ，色などが
自由に設定され，レイア
ウトされた，Webサイト
で見るような形式で作成
されたメールです。容量
が大きくなるだけでなく，
ウイルス感染やなりすま
しメールの標的にされる
リスクがあるといわれて
います。連絡事項のやり
とりには，テキスト形式
で十分ですから，HTML

形式はやめましょう。

 ガイド編 第2章   スタディ・スキルズ

 メールを送る際に心がけること
　大学では，レポートの提出，授業内容への質問や各種
相談のアポイントメントなどのために，教員と連絡を取り
たい時，メールを利用する機会があります。教員にメー
ルを送る際は，送信方法を守り，相手に用件・要点が伝
わる文面を心がけましょう。

 メール作成のポイント
■ 大学発行のメールアドレス（NUGメール）から送る。
■「件名」「宛名」「自分の所属・氏名・学生番号」は必
ず記入。

■ 本文はテキスト形式にする（HTML形式＊にしない）。
■ 相手側の立場になって，理解しやすい言葉や読みやす
い文章を書くように心がける。  

 ※絵文字や顔文字の使用は不適切。

〈作成例〉

件名
用件が一目で分かる，具体的な内容を記入する。「質問」や
「レポートについて」など，漠然とした件名は避ける。「件名
なし」はNG。最後に，学生番号を記載する。

署名
●大学名・所属・名前・メールアドレスなどの情報を記載
　する。
●フォーマットを作り，メールソフトに登録しておくと，
　自動で表示されるので便利。

添付ファイル
●添付ファイルがある場合は，
　本文に明記する。
●ファイル名は，授業名や課題
　名，誰からの提出物なのか，
　一目で分かる名称にする。

宛先
送り先のメールアドレスが間
違っていないか，送信前に必
ず確認し，誤送信しないよう
に注意する。

宛名
本文の冒頭に「○○先生」
と宛名を書く。

本文
●用件の前に，自分が誰なのかを名乗る。
　＊自分の所属・名前などを記載する
●用件は明確かつ簡潔を心がける。１行が長くなら
　ないよう，30文字程度で改行したり，内容のまと
　まりごとに1行空けたりして，読みやすくする。
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 様々な目的で使うことができる大学図書館
　大学図書館の特徴は，皆さんの学修や研究に役立つ学術書や専門書が豊富に
揃っていることにあります。もちろん，それらの本は借りることができます。図書
館の“使い方”はこれだけではありません。授業の予習・復習やグループワークを
支援するラーニング・コモンズなど，多くの学生が様々な目的や用途で図書館を利
用しています。

【図書館の主な利用方法】
● 予習・復習など個人学修のためのスペースを利用する
● レポートや論文の資料収集，またパソコンを使ってレポートや論文を執筆する
● 授業で配付されたプリントや必要な資料のコピーを取る
● 図書館にある新聞や趣味の雑誌，小説を読む
● 映画などの視聴覚ソフトを観る
●  可動式の机・椅子，ホワイトボードなどを使ったグループワークをする（ラー
ニング・コモンズ）

 「情報源」としての図書館
　紙の資料だけでなく，パソコンを使ってデータベースや電子資料を調べること
もできます。レポートや論文作成には必要なものになりますので，活用方法を知っ
ておきましょう。

 本や資料探しはオンライン検索で
　大学図書館の蔵書や資料がどこにあるかを検索するには，OPAC（Online Public 

Access Catalog）を活用しましょう。
　図書館には様々なデータベースがあります。例えば，日本語のデータベースでは，
新聞記事を探したり，言葉の意味を知るのに，複数の辞書を同時に調べたりするこ

学びをサポートする
大学図書館

Column

コラム
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 ガイド編 第2章   スタディ・スキルズ

ともできます。
　最近は，図書館のOPAC，各種データベース，電子ジャーナルなど，目的別にどのデー
タベースを利用するかを考える必要なく，調べたいと思う「言葉」を検索窓に入力す
るだけで，情報が入手できるディスカバリーサービスを使うこともできます。
　検索したら，オリジナル資料にぜひあたってみてください。大学図書館には，ベ
ストセラーのほか，良書がそろっています。良い本は，人の心を豊かにし，人生を
変えることもあります。

 探している本や資料が見つからないときは？
　日本大学の図書館蔵書冊数は，私立大学で第 1位！ 所属する学部図書館にない
資料は，他学部図書館や他大学図書館などから借りたり，コピーを取り寄せたり
できるほか，実際に閲覧に行くこともできます。全学生は，どの学部の図書館で
も学生証で利用できます。手続き方法は，カウンターで相談してください。

 学生を支援する図書館
　本学図書館では，学生視点で図書館を身近で使いやすくするために，学生ボラン
ティア団体がゲーム形式の図書館利用ガイダンス，選書ツアー，スピーカーを招
いて交流するカフェなど，様々な企画を複数学部合同で実施しています。他学部
の学生とも交流できます。これらの活動を通じて，情報を使いこなす能力はもち
ろん，プレゼンテーション能力も身に付きます。あなたも参加してみませんか？

ミステリー仕立ての図書館ガイダンス（理工学部船橋）
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 新入生にとって，「大学の学び」は
   誰もが初めて
　「大学の学び方に慣れるだろうか…」「ついていける
だろうか…」。入学したばかりは誰もが不安に思うこと。
しかし，そんな心配はいりません。日本大学では，全
学共通初年次教育科目「自主創造の基礎」を通じて，
「大学での学び方」を身に付けることができます。ま
た，専門分野を学ぶには，高校までの基礎的学力が
必要ですが，リメディアル教育＊を通じて振り返りや学
び直しをサポートしています。多くの学生が専門的な
授業にもスムーズに移行できるようになっています。
　その他学修への不安は何でも，教員や各種窓口に
相談できますので，大学のしくみをもっと利用して，
思いっきり大学生活を満喫する気持ちで前向きにいき
ましょう。

 授業や大学生活に戸惑ったら

　学部によっては独自に学修支援センターなどを設け，
基礎学力の向上をバックアップしています。また学生
支援室には，インテーカー＊や相談員が待機していて，
心の不安，将来の悩みなど何でも相談できる場所もあ
ります。

  学修支援センター，学生支援室の利用については，
各学部のホームページを確認してください。

大学のサポートを上手に利用！
大学生活のリズムをつかもう

リメディアル教育
高校までの学習内容に関
する補習教育。大学教育
を受けるために必要とな
る基礎的な知識を学ぶ。

インテーカー
受理面接者。相談者に
会って内容を把握し，最
適な相談先や機関を紹介
する。聴く技術，把握す
る知識があり，良い関係
づくりができる人。

日大生の

必須知識

必須情報

03
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 ガイド編 第2章   スタディ・スキルズ

 身近な教員と話してみよう
   ～オフィスアワー～
　日本大学は，多くの学部で担任制に類する取組を
行っています。教員はあなたの授業への出席率や取
り組み方についても，他の教員と情報連携して，あな
たを見守っています。履修する科目の教員と話したい，
気になる教員と話したい，という場合は，オフィスア
ワー＊が利用できます。担当する科目への質問や予習・
復習の相談，種々の相談に応じていますので，気軽に
相談してください。

 「大学の雰囲気や学部の学びが自分に合わない」	
　 と悩むときは
　第一希望だった学部や学科に入学できず前向きにな
れない，想像していたこととギャップを感じる学生もい
るでしょう。悩んでいたり，違う勉強をしてみたいと感
じたら，教務課・教学サポート課の職員や教員にまず
は相談してください。熟考の上で，転部や転科をする
ことも可能です。

オフィスアワー
教員が主に研究室に在室
し，学生の質問や相談に
応じる時間帯。

Message
メッセージ メッセージ

教員からの教員からの

質問は何でもウェルカム！
　学生の皆さんの中には，教員との距離を感じる人も多いのではないで
しょうか。特に 1 年生はなかなか教員へ質問ができないのではないでしょ
うか。しかし教員は誰でも，学生からの質問は嬉しいものです。ですから
わからないこと，もっと詳しく知りたいことがあれば，皆さんからどんどん
質問してください。質問は何でもウェルカムです。さあ，学問を通じて知
的な冒険に出かけよう。�
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 ガイド編 第2章   スタディ・スキルズ

　本学では，教育理念である「自主創造」を構成する「自ら学ぶ」，「自ら考える」
及び「自ら道をひらく」能力を身に付け，「日本大学マインド」を有する人材の育成
を目指しています。これは皆さんの学びのゴールでもあるので，「日本大学教育憲章」
をご自身で確認してください（詳しくは，Ｐ.9 で説明）。
　各学部・学科等でも，卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）を定め，
卒業までにどのような力を身に付けるべきかを明確にしています。具体的には，シ
ラバスを参照するといいでしょう。シラバスには，各科目を通じてどのような力が
身に付くのか明記されています。それを意識して授業に臨めば，きっと学修成果や
成長実感として表れていくでしょう。また，何がよくできて，何ができなかったかと
いう振り返りを大切にしてください。それらをポートフォリオにまとめ，改善に生か
す習慣も身に付けてほしいと思います。
　ここまで，学ぶ姿勢についてお話ししましたが，全学共通初年次教育科目「自主
創造の基礎」で，その基礎が養えるでしょう。この科目内では，16 学部・86 学
科の学生が参加する「日本大学ワールド・カフェ」も開催されます。他学部の学生
とのグループワークを通じて，多様な学生の個性や考え方に触れ，交流する機会で
す。ここでは，“人に対する発見”を楽しんでください。知らなかった価値観や気づ
かなかった学びのヒントに出合えるはずです。
　令和２年度は新型コロナウイルスの感染防止のため，授業の大半をオンラインで
実施しました。対面授業のようにはいかないところもありますが，オンラインだから
こそ，場所や時間にしばられず受講できる利点もあることから，今後はオンライン
授業と対面授業の併用が予想されます。こうした状況変化の中で新たに必要になる
のが，「時間管理」「自己管理」能力です。 難しいと感じるかもしれませんが，「自
ら学ぶ」気持ちがあれば，それは自然と身に付くものではないでしょうか。新たな
時代の一歩を踏み出す皆さんを，教員も全力でサポートしていきます。 恐れること
なく，１年次に「自ら学ぶ」という大学の学修リズムを手に入れてほしいと思います。

身に付く力を意識し，
主体的に学んでほしい
日本大学ＦＤ推進センター副センター長／
生産工学部 教授 藤井 孝宜

Message
メッセージ メッセージ

教員からの教員からの
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知識編

履修や単位修得のための

 



履修登録とシラバス

知識編 第1章

履修登録にはルールがある

1  履修の注意点

　履修登録とは，学期（年度）の始めに，各学部で定め
られた方法にしたがって，履修したい科目を自分自身で選
択し，申請することをいいます。ウェブで登録する方法が
多いですが，所定の期間内にしなければならないので忘
れないように注意しましょう。履修する科目には，卒業ま
でに必ず修得しなければならない必修科目，自分自身で
選ぶ選択必修科目，選択科目などがありますが，履修で
きる学年が決まっていたり，先修条件＊があったりと，履修
条件が付いていることもありますので，ガイダンスなどで
の説明やシラバスを活用して，履修を行うようにしましょう。

先修条件
体系的な学修のための条
件。例えば，上級学年の
より専門的な配当科目を
履修する場合に，その基
礎的または教養的な科目
を下級学年で履修してお
くことで，当該科目の学
修を効果的に深く行うこ
とができる。

■ 履修登録のポイント
1 科目の内容はシラバスで確認 受けたい授業の内容は，シラバスで確認する。

2
必修科目は履修年次に
必ず履修する

授業科目は，教育活動の成果として保証する卒業の認定に関する方
針（DP）を踏まえ，体系的に設けられおり，その核となる必修科目は，
他の科目を学ぶ上でも何年次に履修すべきか決められている。

3
学びの目的・方向を
自分自身で定め，
バランスよく履修する

卒業要件では，学科別専門教育科目以外の教養教育科目（一般教育
科目・総合教育科目，外国語科目，保健体育科目など）を履修する必
要がある。また他学部の科目も履修することができる。これらは，専
門分野以外の視点や気づきを得る有用な機会でもある。トータルに
自分の学びをデザインし，バランス良く履修しよう。

4 科目数，曜日は無理なく

関心を広げ，積極的に履修することは良いことではあるが，授業ごと
に課題や予習・復習が課されるので，欲張りは禁物。また，履修登録
単位の上限数が学部・学科で定められていることがあるので確認し
ましょう。科目数や曜日・時限を適切に配分し，無理のない学修計画
を立てることも重要。
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 知識編 第1章  履修登録とシラバス

2  シラバスの活用

　シラバス（Syllabus）は，授業の概要を理解するための
もので，学生の皆さんの学修を成功に導く役割を果たす
ため，必ず目を通しましょう。
　まず自分が受講したい授業科目名と教員名を確認する
ことが第一歩。シラバスは学期ごとに書かれ，多くは１学
期で 15週の授業計画が示されています。授業のテーマ，
目的・到達目標を見ると，何をどこまで学ぶのかがわかり
ます。あなたが今すぐに履修できる科目かどうか，条件
も確認しましょう。
　また，実際に履修した時のことをイメージして，各回
の予習・復習ついての指示と，成績評価や評価基準（試
験，レポート，授業参画度など重視されるものなど）も
確認しましょう。

■ シラバス記載項目

1. 科目の基本情報
● 授業科目名　● 担当教員名
●  開講学科・コース（必要に応じて記載）
● 対象学年・履修条件　● 期間（前期・後期・通年）
● 単位数　● 必修・選択の別
●  日本大学教育憲章との関係性
● ディプロマ・ポリシー，カリキュラム・ポリシーとの関係性

2. 授業内容
● 授業の概要　● 授業の目的・到達目標　● 授業の方法
●  授業時間外の学修（予習・復習など）
●  授業計画（半期15週それぞれの内容）
●  成績評価の方法及び基準

3. その他
● 教科書　●  参考書（参考ホームページも含む）
●  連絡先（オフィスアワー，e-mailなど）
● 教員の実務経験
●  その他（履修上の注意，受講生に対する要望，TA・SAの有無
など）
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登録ミスについて

学年制

 履修トラブルに注意！

　「学年制」とは，各学年での教育課程を修了し，進級・卒業する「学年進級制」を採る方式のことです。学
年によって定められた科目の単位を修得し進級判定されなければ，進級できません。「学年進級制」は，卒業
時に国家試験に合格・資格取得する必要のある医・歯・薬系の学部・学科が多く採用しており，日本大学では，
医学部，歯学部，松戸歯学部，生物資源科学部（獣医学科）および薬学部が，この方式を採っています。詳
しくは，各学部の『履修要覧』などを参照してください。

　各学部のホームページ内にある「シラバス」ページを探します（学部ごとに，シ
ラバスが掲載されている画面や構造は異なります）。ここでは，シラバスの見方に
ついて説明していきます。

こうやって見るんだ！？
シラバスの見方について詳しく知ろう！

■ シラバス検索画面 ■ 科目一覧画面

❶知りたい科目群を絞る
❷具体的な検索ワードが
   わかっている場合は，
   入力してさらに絞る ❸知りたい科目をクリックして，詳細画面へ

　希望科目の履修登録を失敗してしまうと，授業に全て出席して試験を受けたとしても，単位を修得できなく
なります。
【履修登録に失敗してしまったら？】所定の履修登録期間の他に，履修登録内容確認期間を設けるなどしてい
ますので，そこで再度確認して，場合によっては再登録しましょう。
【やむを得ない理由で登録できなかったら？】所定の期間に履修登録ができなかったり，確認できなかったり
する場合は，早めに教務課に相談しましょう。
【登録単位数の上限】学期中（年度内）に修得できる受講単位数の上限を設けている場合があります（CAP制）。
事前にルールを確認しておきましょう。

日大生の

必須知識

必須情報

04
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第14週
（対面）

検討結果のアウトプット③
　◆グループによるプレゼンテーションを行うことができる
　◆他グループのプレゼンテーションを評価することができる
　◆他グループとの比較を通して，自グループの改善点を見出すことができる
［事前学修：３時間］
　・前時の事後学修で追加や削除，修正を行った項を含め，グループ全員の提示資料を統合し，
　　確認を行います
　・前時の事後学修で行ったプレゼンテーション全体の修正や調整をグループ全員で確認し，発
　　表練習を行います
［事後学修：1時間］
　・他グループの発表に関する評価や担当教員の講評を参照しながら，自グループの具体的な改
　　善点についてあらためて考えます

第15週
（対面）

総括・振り返り
　◆本科目における自身の学びを客観的に振り返り，各到達目標についての自己評価を行うことができる
　◆本科目における達成状況を参照しながら，後学期に向けた具体的な目標を設定することができる
［事前学修：2時間］
　・各ＴＡＲＧＥＴや各授業回における学修内容，ワークへの取り組みを含めた自身の学修態度等について，振り返りを行います
　・「日本大学教育憲章」に示される８つのスキルや各授業回の到達目標について，自身の達成度を評価できるよう準備を行います
［事後学修：1時間］
　・本科目全体での学びや学修成果についてあらためて確認します
　・本時に定めた「後学期の目標」を達成するための具体的な方法を考えます

■ 成績評価基準
各授業回の「自己評価と振り返り」で提出する「振り返りシート」，課題の取り組み及び授業への参画状況を成績評価の対象とします。
「振り返りシート」では，省察の態度・習慣を評価します。

各授業回の配点は以下のとおりです。
［スタートアップ］  ６点（第１週）
［ＴＡＲＧＥＴ１］　２４点（第２週，第３週，第４週，第５週：各６点）
［ＴＡＲＧＥＴ２］　２４点（第６週，第７週：各６点，第８・９週［２時限合算］：１２点）
［ＴＡＲＧＥＴ３］　３６点（第10週，第11週，第12週，第13週，第14週：各６点，プレゼンテーションに対する教員の総合評価：６点）
［総括・振り返り］  １０点（第15週）

■ 教科書及び参考図書
　教 科 書：特にありません
　参考図書：『ミライヲツクル～Learning Guide～』（その他の参考図書については，授業内で適宜言及します）

■ オフィスアワー
　授業時に指示します

■ 特記事項
項目 対応 項目 対応

アクティブラーニングの実施 有 教員の実務経験 無

オンラインによる授業回 有 オンデマンド型による受講 不可

授業資料の配付方法 Google Classroom 課題等の提出方法 原則として，Google Classroom経由とします

科目のキーワード 初年次教育，日本大学，コミュニケーション，情報倫理，インクルージョン，ディスカッション，学部間交流，論理的・批判的思考，プレゼンテーション

科目概要

様々な動機・目的をもって入学した新入生に対し，学部・学科に関わらず，本学の学生として共通して身に付けるべき学修姿勢や修得すべきスタディ・スキルを涵養
することを目的とします。
　スタートアップ（第１週）では，本科目の意味・意義や位置付けを概観した上で，「日本大学教育憲章」のあらましと本科目との関連性，「学習」から「学修」への転換
　を図る必要性をはじめ，＜日大生＞として必要な学修のスキルや姿勢について学びます。
　その後，第２週から第14週では以下の３点をターゲットとして定め，それぞれの単元が有機的に連携しながら体系的な学修を進めていきます。
　－［ＴＡＲＧＥＴ１］日大生としてのアイデンティティ（第２週～第５週）
　　さまざまな角度から日本大学，さらには所属する学部・学科を「知る」ことで，在学中の学びのイメージを描くことをねらいとします
　－［ＴＡＲＧＥＴ２］コミュニケーションとインクルージョン（第６週～第９週）
　　ＩＣＴ環境を含む多様なコミュニケーションの在り方やエチケットを理解した上で，他者を尊重しながら積極的にグループワークに取り組む姿勢を修得するこ　　
　　とをねらいとします
　－［ＴＡＲＧＥＴ３］論理的・批判的思考とアウトプット（第10週～第14週）
　　論理的かつ批判的に考えをまとめながらグループワークを行い，グループとして提示資料の作成や発表を行うことで，説得力をもって他者へ伝える力を修得
　　することをねらいとします
　最後に，本科目のまとめとして，総括・振り返り（第15週）では，各ＴＡＲＧＥＴの達成度を中心に省察を行い，あわせて後学期に向けた課題の設定を行います。
各授業では，学生自身による自己評価と振り返りを行い，各授業時の到達度の確認を行います。その到達状況を当該授業内で集計し，本時のまとめとして受講者
にフィードバックを行います。

一般目標
（GIO）

１ 学部・学科に関わらず，本学の学生として共通して身に付けるべき学修姿勢や修得すべきスタディ・スキルを身に付ける
２ 多様な存在を認め，それぞれの価値観を尊重しながら他者と関わり合うことで，自身の立ち位置を相対的に理解する
３ 自ら設定した課題について論理的かつ批判的に検討を行いながら，自身の考えを伝える力を身に付ける

個別行動目標
（SBOs）

本科目では，各ＴＡＲＧＥＴで学修目標を定めています。
［ＴＡＲＧＥＴ１］日大生としてのアイデンティティ
　■ 日本大学についてさまざまな角度から概観することで，本学で学ぶ意味や意義について，説明することができる
　■ 所属学部・学科の特色を理解し，在学中の目標設定し，学びの意識を高めることができる
［ＴＡＲＧＥＴ２］コミュニケーションとインクルージョン
　■ さまざまなコミュニケーションの在り方や特徴を説明することができる
　■ 自身の考えを適切に伝達することができる
　■ 他者の意見に傾聴することができる
　■ 多様な存在や価値観を受容し，尊重しながら，協働することができる
［ＴＡＲＧＥＴ３］論理的・批判的思考とアウトプット
　■ グループまたは個人でテーマを設定することができる
　■ 他者の意見を尊重しながら多角的かつ批判的に自身の考えを見直す伝えることができる
　■ ワークでの検討結果を論理的に構成し，他者へ説明することができる
　■ 他者の成果物に対して，自身の考えを示すことができる

日本大学教育憲章
との関係性

本科目では，「日本大学教育憲章ルーブリック」における「豊かな知識・教養に基づく高い倫理観」「世界の現状を理解し，説明する力△」「論理的・批判的思考力」「問
題発見・解決力」「挑戦力」「コミュニケーション力」「リーダーシップ・協働力」「省察力」の初年領域： Basic 1を修得します（△は，選択する授業内容によって修得
が可能となります）。

ディプロマ・ポリシー
（DP）との関係性

本科目は，DP1， DP2△，DP3，DP4，DP5，DP6，DP7，DP8に該当する科目です。
（△は，選択する授業内容によって対応します）

カリキュラム・ポリシー
（CP）との関係性

本科目は，CP1， CP2△，CP3，CP4，CP5，CP6，CP7，CP8に該当する科目です。
（△は，選択する授業内容によって対応します）

■ 授業計画
週数

（授業形態） 授　業　計　画

第１週
（対面）

スタートアップ
　◆本科目の意味や意義，位置づけについて要点をとらえることができる
　◆大学生としての学びの在り方について理解し，説明することができる
［事前学修：２時間］
　・学部要覧の履修方法や卒業要件に関するページを熟読します
　・『ミライヲツクル～Learning Guide～』を熟読します
［事後学修：２時間］
　・大学生としての「学修」について，理解を深めます
　・「日本大学教育憲章」について，理解を深めます
　・履修中の科目（及び履修予定の科目）のシラバスを読み，各科目の目的や位置づけについて確認した上で，適切に履修登録が行われているかを確認します

第2週
（対面）

日本大学を知る①
　◆本学への入学動機について振り返ることができる
　◆本学の歴史や特色を理解し，説明することができる
［事前学修：１時間］
　・入学前に抱いていた本学のイメージや本学を受験した理由について整理します
　・社会で活躍する本学の卒業生について，所属する学部や学科にとらわれず，幅広く調べます

 知識編 第1章  履修登録とシラバス

■ シラバス掲載情報の見方 科目の基本情報
・ 科目名　・ 担当教員
・ 授業区分（講義／実習など）
・ 対象学年（履修できる年次）
・ 履修方法（必修／選択），
　単位数

科目のキーワード，概要説明
キーワードによって，科目の
ジャンルや特性を端的に知る
ことができる。また履修期間
の中で，授業がどのように展開
され，どういうことを学んだり
行ったりするのかなど，科目の
あらましが記されている。

科目の位置付け
この科目履修を通じて，最終的
にどのような力が身に付くの
かが記載される。また履修の過
程においても，どのようなこ
とができるようになるのかと
いった具体的に身に付く能力
やスキルが書かれているので，
科目選択の際や，自身の学修の
到達目標として活用できる。
・一般目標（GIO）
・個別行動目標（SBOs）
※到達目標
・日本大学教育憲章との関係性
・ディプロマ・ポリシー（DP）
  との関係性
・カリキュラム・ポリシー（CP）
  との関係性

15週の各回の授業内容
授業のテーマと概要，予習・復
習・課題の内容などの説明と，
授業進行の時間配分まで，詳
しく記載されている。

教科書・参考書の指定，
教員の連絡先

成績・評価について
成績評価方法と，授業回ごと
の配点など，詳細に明示され
ている。

特記事項
授業形態や配布資料，課題提出
の方法などが記載されている。

科目区分：全学共通教育科目
科目コード：22RWCOM001
科 目 名：自主創造の基礎（First-Year Seminar）
単 位 数：２

開講年次：１年次前学期
履修方法：選択
授業区分：複合型
担当教員：◎ 〇〇 〇〇，〇〇 〇〇，〇〇 〇〇，〇〇 〇〇，〇〇 〇〇
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成績・卒業要件

知識編 第2章

成績はどのように決まるの？

1  成績評価と単位
 成績評価のしくみと意味

　「成績評価」は , 履修した科目の学修成果で教員が判
断（評価）します。その学修成果については，できるだ
け公平かつ客観的に評価するため，正答式やルーブリッ
ク評価（P.61参照）など，適切な評価方法を用い，あ
らかじめ評価の基準や評価の対象（レポート，定期試験，
授業参画度など）をシラバスで明記し，学生にも事前に
理解できるようにしています。成績評価は，これまでの
取組を振り返り，卒業までの履修計画を立てる上でも参
考になることでしょう。
　また教える側の教員も，成績を通じて明らかになる授
業に対する学生の理解度を資料とし，授業をより効果的
に展開できるよう，授業改善に努力しています。

 成績と「単位」の関連
　履修した科目で規定の成績評価を得ると，「単位」を
修得できます。1科目は通常 15週にわたり，体系的に
設計されているため，日ごろからの授業への取組が重要。
大学の教育課程では，個々の授業科目ごとに設定された
単位を積み重ねていきます。　
　修得した単位が卒業要件を満たすことによって修了とな
り，学位＊が授与されます。

学位
大学・短期大学を卒業し
た人や大学院の課程を修
了した人に対して授与さ
れる称号。
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 知識編 第2章  成績・卒業要件

2  授業や課題ごとに達成度を測る，ルーブリック評価
 ルーブリックとは？

　正解・不正解では測れないレポートやプレゼンテー
ションなどを評価するツールとして，日本大学では一部
の科目でルーブリック評価を導入しています。あらかじ
め設定された授業や課題での到達目標＊に対して，皆
さんが「どの程度」達成できたのかを段階別の評価
基準で測るので，目に見えにくい「成果」や「努力」を
可視化することができます。

 ルーブリックのしくみと使い方
　ルーブリックは，段階別に達成度の状態を文章化＊して
いるので，皆さんは評価されるポイントがはっきりわかり
ます。また反対にその状態を目標にして，授業や課題に
取り組むことができるので，学びや成長の指標として，皆
さん自身が活用できるようになっています。

到達目標
科目（授業）で育成する
能力や能力レベルの達成
目標のこと。学生はそれ
を目標に，授業を受け学
ぶ必要がある。到達目標
は，教員が設定し，シラ
バスで提示される。また，
テスト，レポート，課題
に適用するルーブリック
も記されている。

段階別に達成度の
状態を文章化
評価ポイントが明快にな
るという，学生側のメリッ
トがある。他方，教員の主
観が影響する恐れが少なく
（透明性），複数の教員が評
価しても同じ結果が得ら
れる（公平性）という，評
価者の教員にとってのメ
リットもある。

■ ルーブリックを使った評価表の例
    （レポート採点用のルーブリック）

領域 観点 A B C

構成
記載内容が読み手にわ
かりやすいように配慮
されている。

全体的に非常にわ
かりやすいように配
慮されている。

配慮はなされてい
るが，わかりにくい
部分が一部ある。

配慮はなされてお
らず，全体的に非常
にわかりにくい。

記述内容の 
正確さ

綴りのミスや誤字，脱
字がない。

綴りのミスや誤字，
脱字がない。

綴りのミスまたは誤
字，脱字は，全部で
3箇所以内である。

綴りのミスまたは
誤字，脱字が，全部
で4箇所以上ある。

振り返り

自己の受け止め方がど
う変わったか，今まで
の思い込みが変わった
かなどの振り返りにつ
いての記述がある。

振り返りについての
記述が十分になさ
れている。

振り返りらしき記述
はあるが，十分とは
いえない。

振り返りに関する記
述はほとんどない。

評
価
の
観
点

評価の基準
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大学設置基準
大学を設置し運営してい
くにあたり必要な最低
の基準を定めた文部科
学省令。

1 時間
大 学 で は，45 分 を「1

時間」と計算しているた
め，90 分間の 1 授業時
間は「2 時間」となる。
例えば，2 単位の講義科
目の場合は，1 授業時間
（90 分）の授業を 15 週
行い，30 時間確保して
いることになり，授業時
間外学修の 60 時間と合
わせて単位数として 2単
位を与える，と考える。

3  予習・復習も単位のうち⁉
　 単位修得に必要な学修時間

　授業科目の単位に必要な学修時間は，大学設置基準＊で，
「1単位の授業科目を 45時間の学修を必要とする内容
をもって構成することを標準とし―」と規定されていま
す。日本大学は，大学設置基準に基づいて定めた「日
本大学学則」により，次のとおり授業科目の単位計算を
しています。

　毎週 1時間＊の授業を 15週行って 1単位としているた
め，大学設置基準で規定されている「45時間の学修を
必要とする内容」を満たすには，1時間の授業に対して
2時間の授業時間外の学修が求められます。つまり，授
業時間に加え，予習・復習の時間も単位に含まれると考
えられています。
　授業の理解を助けるために，レポートや課題などが課
されることがありますが，この単位の持つ意味（単位の
実質化）をよく理解し，真剣に学修に取り組んでください。
課題が特に与えられなくても，予習・復習を習慣付ける
ことが必要です。

■ 講義の場合種別 1単位に要する授業時間

講義，演習
科目

15時間から30時間までの範
囲で学部等が定める時間の
授業をもって1単位

実験・実習・
実技科目

30時間から45時間までの範
囲で学部等が定める時間（注1）

の授業をもって1単位

（注 1）芸術学部における個人指導による実技の授業に
ついては，15時間の授業をもって 1単位とする。

※講義，演習，実験，実習または実技のうち 2つ以上
の方法により授業を行う場合については，その組み
合わせに応じ，上表に規定する基準を考慮して学部
等が定める時間の授業をもって 1単位とする。

※教育上必要と認められる場合には，修得すべき単位
の一部について，時間制をとっている。

× 15週＝ 2単位

〈例〉

予
習

復
習

2時間 2時間 2時間

授業時間 2 時間
+

授業時間外の学修
（予習 ･ 復習など）

4 時間

授
業

× 15週＝ 90 時間
の学修

62 Learning Guide



4  厳正な成績評価のための基準（GPA 制度）
　日本大学では，厳格な成績評価や綿密な履修指導，学
修の質保証を目的として，GPA（Grade Point Average）
制度を導入しています。GPAとは，成績評価別に定めら
れた係数を付与して，1 単位あたりの平均値を算出する
成績評価方法です（下表「成績評価基準」参照）。
　また GPA値は成績評価と，科目の単位数を関連付け
て算出するので（下表「GPA 計算式」参照），単位数
によって，“学修の重み”が異なってきます。S 評価
が多くても，単位数の大きい科目を落としてしまうと，
GPA評価が下がってしまうこともありますので，十分理解
した上で授業に取り組んでください。

■ 成績評価基準

■ GPA 計算式

※ 分母には，P（履修中止科目）および N（認定科目）は含まず，GPAには算入しない。
※ GPA算出の対象科目は，学科の課程修了に関わる授業科目（卒業論文・卒業研究・卒業制作を含む）となる。
※   「成績証明書」では，合格した授業科目の成績（S，A，B，C）および認定科目（N）のみを表示する。したがって，不
合格科目（D）や履修登録をしたが成績を示さなかった科目（E）および履修中止手続きをした科目（P）については，
「成績証明書」に表示されない。
※  D評価またはＥ評価となった科目を再履修しない場合は，GPA算出の際，総履修単位数として分母にそのまま残
るので，注意が必要。なお，D評価またはＥ評価となった科目を再履修した場合，累積のGPA算出の際には，最後
の履修による成績および単位数のみを算入する。

※ GPA制度の詳細は，学部等で配付される『学部要覧』などを参照のこと。

素点 評価 係数 内容 GPA

判定
合格

100～90点 Ｓ 4 特に優れた成績を示したもの

対
象

89～80点 A 3 優れた成績を示したもの

79～70点 B 2 妥当と認められたもの

69～60点 C 1 合格と認められるための成績を示したもの

不合格 59点以下 D 0 合格と認められるに足る成績を示さなかったもの

無判定

̶ E 0 履修登録をしたが成績を示さなかったもの

̶ P ̶ 履修登録後，所定の履修中止手続きを取ったもの 対
象
外̶ N ̶ 留学や編入学などにより，修得単位として認定になったもの

4×Sの
修得単位数

総履修単位数（S＋A＋B＋C＋D＋E）

3×Aの
修得単位数

2×Bの
修得単位数

1×Cの
修得単位数+ + +

 知識編 第2章  成績・卒業要件
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 履修登録 → 成績 → 振り返り
　学期末や年度始めに通知される「成績表」に示された
GPAを検証しましょう。その学期や学年における学修を
振り返ることにより，次学期や次年度の履修計画を立
てる指標となります。いったん履修登録した科目は， 履
修中止手続きをしない限りGPA の対象となります。こ
うした学修プロセスは，履修を通じて「自主創造」でき
る能力を身に付けるためのものでもあるので，しっかり
取り組みましょう。

5  授業改善を促す学生の“声”
 学生の意見は授業改善に反映される

　日本大学では，授業ごとに実施する，学生の皆さんの
授業改善アンケート調査＊によって，「学生による授業評価」
を行っています。皆さんの率直な意見や日ごろ感じてい
ることを教員に届けるとともに，大学は，アンケートの結
果を分析して，授業の問題点・反省すべき点を洗い出し，
授業の改善や学修効果の向上を図るよう努めています。
つまり，学生の皆さんの声によって，授業は改善されて
いきます。大学の授業の内容や進め方は教員だけの考え
で決められるのではなく，学生の意見を反映し，授業の
改革・改善が行われていくわけです。

授業改善アンケート調査
理解しやすい授業になっ
ているかといった，教員
個人の授業に対する学生
の率直な意見収集や，学
部・学科単位でのカリ
キュラム改善などを目的
として，学生に行う「授
業」に関するアンケート
調査。
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 知識編 第2章  成績・卒業要件

卒業への道のり

1  卒業要件

2  さらに専門分野を追究するなら

 卒業が認められる「卒業要件」は
　 学部・学科ごとに違う
　学部・学科によって定められた卒業の認定に関する方針
（DP）の下，修業年限に達し，所定の授業科目および単
位を修得すると卒業が認められます。学部・学科ごとに
卒業のために必要な単位数は異なり，また学年が上がる
際にも修得すべき単位や科目が規定されている場合があ
ります。皆さんは，所属する学部・学科の卒業要件をきちん
と確認するとともに，1年次の履修から計画的に積み上
げていく必要があります。

 学位とは？
　学位とは，大学や大学院の課程を修了した人に授与さ
れる称号です。学部生は「学士」，短期大学部生は「短
期大学士」の学位が授与されます。学位は，専攻分野の
名称が併記されます。例えば法学部の場合なら「学士（法
学）」となります。
　このように，学位は日本大学で特定の専門分野を学修
し，一定の教育課程を修めた証しとなるのです。

　もっと専門分野の知識を深化させたい，研究者を目指
したいと思ったら，大学院進学の道があります。
　大学院では，修士＊，博士＊，あるいは専門職＊の学位取
得に向けて，学修・研究することになります。修士以上の
学位は，一定の専門性を有する人材としての称号なので，
取得すると研究職や大学教員などへの道が広がります。

修士
大学院の修士課程（博士
前期課程）を修了し，論
文などの審査に合格した
者に対して，「修士」の
学位が授与される。

博士
大学院の博士課程（博士
後期課程）を修了し，論
文などの審査に合格した
者に対して，「博士」の
学位が授与される。

専門職
専門職の課程を修了する
と，「専門職学位」が授
与される。
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学修環境の充実のために

快適な学修環境のための心得や
大学のサポート

知識編 第3章

1  学修の不安や悩みは相談しよう

　大学に入学したばかりの皆さんは，期待で胸が膨らむ
一方，大学の授業内容についていけるか，人間関係はう
まくいくかなど，様々な不安も抱えていると思います。
　日本大学では，様々な窓口を開設し，学生をサポート
しています。迷ったり悩んだりした時は，それらを活用
して，よりよい学修環境をつくっていきましょう。

■ 相談窓口やサポート制度

教務課
履修に関する相談や修学に関する各種手続きを行う場所です。学生証のこと，入学・休学・
復学・退学・除籍に関すること，授業や成績に関すること，資格課程に関することなどの各
種手続きや証明書発行などを扱っています。

学生課
学生の大学生活に関わるサポートを行う場所です。学生団体の行事や施設に関わること，
奨学金に関わること，学生寮や通学定期・学生割引に関わること，遺失物・アルバイトに関
わることなどの手続きも扱っています。

就職指導課
就職活動に役立つ情報の提供，就職関連のセミナーやプログラムを開催しています。また，
就職に関する相談，将来に関する不安や悩みに専門の相談員（キャリアカウンセラー）が応
える個別相談コーナーも設けています。

学生支援室 学生の皆さんが悩んだり，困ったり，話を聴いてほしいときに，安心して相談できる場所で
す。専門スタッフがカウンセリングも行います。

オフィス
アワー

学生の皆さんが教員に聞いてみたいことや，相談したいことがあった場合，教員の研究室を
訪ね，教員と話ができる時間です。シラバスなどに記載されている各教員のオフィスアワー
時間を確認し，授業や事前学修の疑問点解消のため，積極的に活用するとよいでしょう。

学部ごとに設置されています。利用方法・時間は各学部ホームページで確認してください。

※三軒茶屋キャンパスでは，「教学サポート課」が教務課・学生課・就職指導課の機能を担っています。
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 知識編 第3章  学修環境の充実のために

2  大人として，行動に責任を持とう
 学修マナーを守ろう

　大学は，様々な人が様々な学びの目的を持って集まる，
いわば一つの社会ともいえます。高校と違い，教員による
生活指導がないのは，皆さんがルールやマナーを知る大
人と認める前提があるためです。自らの責任のある行動を
心掛けてください。
　授業での私語，遅刻は厳禁です。授業の進行の妨げに
なるばかりか，静かに授業に取り組んでいる他の学生の学
修権の侵害にもなるからです。
　また授業内のスマートフォンなどの使用や教室での充電
はマナー違反なので，絶対にやめてください。キャンパス
内の決められた場所での飲食・喫煙なども当然のルール
です。
　大学人全員が楽しく過ごせるキャンパスは，学生の皆
さんが創り出すものなのです。

 社会的問題を起こさないために
　キャンパスの外でも，社会的なルールや大学の規則な
どを守ることは大切。特に未成年の飲酒や薬物などへの
誘惑には絶対に乗ってはいけません。
　SNSの利用にも注意が必要です。SNSへの不用意な
投稿が見知らぬ人々を不愉快にしたり，傷つけたり，内
容によっては人権侵害になることも起こり得ます。
　また，反社会的勢力＊と関わりを持たないようにしてく
ださい。法律に触れる事
態になりかねません。
　こうしたことは同時に，
自分自身を守ることでも
あります。細心の注意を
払いましょう。

反社会的勢力
暴力や威力，または詐欺
的手法を駆使した不当な
行為により，経済的利益
を追求する集団または個
人の総称。
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3  人権侵害の被害や悩みは
    かかえ込まないで！

 人権侵害のない学修環境維持のために
　日本大学では，「人権侵害防止ガイドライン」などを定
め，基本的人権を侵害するような差別的な扱いによっ
て，個人の尊厳を不当に傷つける行為を禁じています。
人権は難しいものではなく，誰でも心で理解し，感じる
ことのできるものです。人権について正しく理解し，一
人ひとりの人権を尊重する意識を持ち行動をしていきま
しょう。
　主な人権侵害には，次のようなものがあります。

●  性（ジェンダー）・国籍・人種・民族・出身地・宗教・思想・
信条・性的指向・身体・健康などに関する差別

●  セクシュアル・ハラスメント＊（セクハラ）
●  アカデミック・ハラスメント＊（アカハラ）
●  アルコール・ハラスメント＊（アルハラ）
●  SNSを利用した誹謗・中傷
●  ストーカー行為，デートDV＊　など

 人権侵害を「しない」「させない」ために
●  偏見や差別，誤った知識を排し，互いの人権・人格を
尊重することが重要です。

●  相手が拒否し，嫌がっていることがわかった場合には，
同じ言動を繰り返さないようにします。拒否されないこ
とを同意や合意と勘違いしてはいけません。

●  問題提起する人をトラブルメーカーとみなしたり，人権
侵害を当事者間の問題として無視したりせず，声をか
けて相談に乗りましょう。「見て見ぬふり」は，人権侵
害への加担とされる場合があります。

セクシュアル・
ハラスメント
相手の意に反する性的言
動により，相手に不快感
や不利益を与え，人権を
侵害すること。略して「セ
クハラ」ともいう。

アカデミック・
ハラスメント
教育・研究上の優越的な
地位や権限を利用して行
われる不適切で不当な言
動・指導・待遇により，
相手の良好な学修環境を
奪うこと。

アルコール・
ハラスメント
飲酒やイッキ飲みの強要，
意図的な酔いつぶし，飲
めない人への配慮を欠く
こと，酔った上での迷惑
行為（暴言・暴力，ひんしゅ
く行為，セクハラなど）。

デート DV
交際相手を怖がらせた
り，傷つけたりして，自
分の思いどおりに動かそ
うとする態度や行動。
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 知識編 第3章  学修環境の充実のために

 人権侵害の被害に遭ったら
　黙っていたり，無視したりしていても状況は改善されま
せん。かえって行為者に，その言動を容認していると誤
解され，エスカレートする場合があります。不快だとい
う気持ちを，相手に対してはっきり伝えることが大切で
す。決して一人で悩まず，信頼できる人や人権相談オフィ
ス＊に相談してください。

 人権相談オフィス
　人権相談オフィスでは，学生からの相談を受け付け，
学内外の関係分野の専門家（弁護士・医師・精神保健
福祉士・看護師・保健師）である人権アドバイザーが，
面談を通して問題解決のプロセスを策定します。相談
者は，相談したことによって不利益を被ることはありま
せん。相談したことが外部に漏れるなどして不利益を被っ
たり，プライバシーが侵害されることもありません。相談
者の意思を最大限尊重します。
　詳しくは，「人権侵害防止リーフレット」や「人権侵
害防止・解決ガイド＊」のウェブページをご覧ください。

人権相談オフィスの
連絡先
TEL. 03-3221-2562

E-mail. jinken@

           nihon-u.ac.jp

学外相談窓口
（光和総合法律事務所）
の連絡先
TEL.  03-5562-2521

E-mail.  gakugai- jinken@

           nihon-u.ac.jp

「人権侵害防止・解決
ガイド」の URL
http://www.nihon-u.ac.jp/

about_nu/effort/human_

right/
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日本大学ＦＤ推進センターウェブサイト
URL:http://www.nihon-u.ac.jp/fd-center/
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